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Ⅰ 調査の趣旨と調査概要 
  

1 目的 
 

 小山市では、生態系の頂点に立つコウノトリが

定着・繁殖するラムサール条約湿地「渡良瀬遊水

地」を擁する、都市と田園環境が調和したまちと

して、小山市の現在の環境を将来にわたり維持向

上させていくため、これからのまちづくりを「田

園環境都市 小山」と呼び、SDGs の実践と一体

化したまちづくりに取り組もうとしている。 

 本調査は、上記背景を踏まえて、踏査（現地調

査）、地域の聞き取り調査、文献調査を実施して基

礎資料を作成し、小山市における持続可能な社会

実現に向けた「田園環境都市 小山」を具現化さ

せるとともに、市民・企業・市民団体・行政など

各主体に「田園環境都市 小山」を浸透させて各種

取組みの深化を図るものである。 

 

 
2 本調査の「風土性調査」としての性格付け 
 

 本調査は、地域の風土性（風土の性質、成り立

ち）に着目して行った。「気候風土」から「企業風

土」まで、人々になじみのある風土は、地域の自

然に人間が暮らしと生業を通して働きかけてかた

ちづくられる（詳細はⅡ章を参照）。 

 こうした風土の調査は、地域に暮らす市民とと

もに地域の自然と人間の関係のこれまでを知るこ

とに当たる。そして、そこから地域の持続可能な

あり方を考えてゆくことが可能となる。また、あ

る専門分野の中で行われる地域研究とは違い、調

べる対象は自然から社会、文化まで幅広く、それ

ら風土の要素を分析し、要素の間の関係を調べた

結果を総合・統合することで風土の成り立ちが読

み解けてゆくため、地域の実像を浮かび上がらせ

ることに結びつき得る。 

 このように、持続可能なまちづくりに市民と行

政が共同で取り組む際に依って立つ基盤と考えら

れる風土性調査として、本調査は実施することと

した。 

 

 
3 地域での各種調査 
 
令和 4 年 12 月 1 日から令和 5年 2 月 28 日ま

でを調査期間として、踏査（現地調査）、簡易社会

調査 2種（聞き取り調査、アンケート調査）、文献

調査を組み合わせて行った。以下に、概要を示す。 

 

3-1 踏査 

 小山市大谷北部・中部地区及びその周辺で踏査

を行い、後述する文献調査を適宜組み合わせて、

調査地区の地理や動植物の生態、地域の歴史や民

俗に関する情報を収集し、地理的条件が土地利用、

都市環境・田園環境それぞれの市街地・集落の構

成にどのように生かされ、建築物や土木構造物の

形態等にどう影響しているのか調査した。また、

これらと地域の人々の生活や生業との関係性や、

どのように地域の産業や文化等を生みだし発展さ

せ、現在の風土形成にいたっているかについて調

査を行った。 

 踏査は、必要に応じて市担当者と業務受託者が

共同で実施した。 
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3-2 簡易社会調査１ ̶ 地域の聞き取り調査 

 当該地区の将来のまちづくりに資するキーパー

ソンを対象に、グループインタビューとして聞き

取り調査を行った。 

 

3-3 簡易社会調査２ ̶ アンケート調査 

 現地調査と聞き取り調査をもとに、調査地区在

住の市民が知る情報等をさらに少しでも多く集め

ることと、「田園環境都市 小山」の具現化に向け

た取組みの周知を目的として、地域の現状や課題

それらに対する意見等を尋ねるアンケート調査を

行った。 

 
3-4 文献調査 

 各調査に必要な情報収集のため、当該地区に関

連する各種文献について調査を行った。なお、市

は業務受託者へ市史や調査対象地区に関した資料

を貸与もした。 

 

 

4 調査報告 
 

 風土性調査の結果を調査地区在住の市民に伝え

る報告発表を下記日程、会場において行った。 

 

・	日程 令和 5 年 3 月 13 日(月) 18:00-19:30 

・	会場 小山市健康医療介護総合支援センター 

研修室 

 

 

5 田園環境都市ビジョン基礎資料の作成 
 

 上記 4 で行った報告と当日の質疑応答の結果を

踏まえて、「田園環境都市 小山」を具現化させる

とともに、市民・企業・市民団体・行政など各主

体に「田園環境都市 小山」を浸透させて各種取組

みの深化を図るための基礎資料として、本報告書

を作成した。 
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Ⅱ 踏査および文献調査による報告 
 

1 大谷北部・中部地区の概況 
 
小山市の基本地形と大谷北部・中部地区の位置 
 
 大谷地区は、地区全体としては明治 22 年（1889）
の町村制施行に際し中久喜、犬塚、土塔、泉崎、
横倉、横倉新田、雨ケ谷、雨ケ谷新田、向原新田、
田間、塚崎、武井、野田、泉新田の 14 村が合併し
た大谷村をもととする。地区の面積 30.39km2 は
市の面積の約 17.7%を、人口 43,700 人は市の人
口の約 26.1%を占めている（令和 3年 4 月 1 日現
在。「令和 3年度版小山市統計年報」より）。 
 大谷北部・中部地区では、近世の旧村が元文 5
年（1740）にこの地区で本格化する新田開発とも
関係して入り組んでいた上に、現代の土地区画整
理事業や大規模住宅団地開発などが重ねられて、
町名や大字が複雑に分布する。また、市街化区域
と市街化調整区域に概ね二分され、都市環境と田
園環境が共存している。そのように自然的な面と
歴史が引き継がれ、現代性が加えられる中、自治
会単位や任意団体単位でのコミュニティ活動が活
発に行われている。 
 
地形と地名 
 
 宝木台地の上は、南にゆるく傾斜している。台
地上の各所に集まった水は、この傾斜に沿って流
れながら幅200~300mの南北にのびる浅い谷を刻
んだ。大谷地区の東西にはそれぞれ西仁連川（江
川）と大川がつくる谷があり、「大谷」の地名はこ
うした地形からつけられたと考えられている。 
 宝木台地自体が、今から約 258 年前から 1 万
1700 年前にかけての完新世と呼ばれる時代に、川
の流れに運ばれた土砂が積もってできたものであ
る。その後、約 2 万年前の地球がきわめて寒冷に

なり広い範囲に氷河が発達した時期に海面が下が
り、陸と海の高低差が大きくなったことで川が地
表を削る力が強くなり、現在の思川低地と鬼怒川
低地がつくられ、その間が削り残されて宝木台地
となった。 
 加えて、宝木台地は火山の噴火から地表にもた
らされる火山灰などに覆われてもいる。そのよう
に川に運ばれた土砂や火山灰が重なる中を地下水
が流れ、台地の上で湧き出し、浅い谷をつくって
いる。小山市域最古の遺跡の一つ、大谷北部地区
の大字中久喜にある八幡根東遺跡では、ちょうど
約 2 万年前の石器が出土しているが、この遺跡や
西側に近接した八幡根遺跡は水が湧き、谷が始ま
る地点に面している。こうした地点は、その後も
神社（大字犬塚の弁財天神社、犬塚の金山神社等）
を祀るなど大切にされてきた。	
 
都市環境と田園環境 
 
 大谷北部・中部地区は、中世には中久喜城下か
ら鎌倉へ街道が通され、近世には中久喜、犬塚、
土塔が結城道の宿場とされた。今日では、国道 50
号や小山環状線などが通されて道路交通網の一端
を担っている。 
 大谷北部・中部地区の中央部は、小山地区から
東側にのばされた市街化区域内に入り、おおよそ
は市街地とされて都市的な環境がかたちづくられ
てきた。一方、その北側、東側、南側は中央部を
囲んで市街化調整区域に指定され、城跡や寺社と
いった歴史的な要素を含んだ田園的な環境が保た
れる。さらに、市街化区域の内側にある浅い谷に
開墾された農地が残る箇所がある（写真上）。また、
大字中久喜の南端で西仁連川が刻んだ谷と合流す
る西側の谷のように、農地として使われている他
に低湿地で地盤が軟弱であり、大字犬塚と中久喜
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（小山東ニュータウン）の東西の市街化区域の間
に市街化調整区域として残された例もある。 
 このように田園環境に取り巻かれた大谷北部・
中部地区の都市環境は、田園環境が有する食料安
全保障、生物多様性保全、低炭素化などの環境機 
 
 
2 地域の自然について 
 

能、公益的機能の恩恵に預かっている。また、都
市環境の側は農作物の消費や市民参加型の都市農
業などに関した潜在需要を有し、双方には補完的
関係が結べる可能性がある。 
 
 
 
 

       図 1 風土の定義  
 
 実際に地域を見て歩く踏査と、地域について書
かれた書籍や論文に学ぶ文献調査を組み合わせて、
地域の風土性について調査を行った。この調査は、
はじめに「地域の自然について」、次に「地域の自
然への人の働きかけについて」、続いてそのように
かたちづくられた「地域と人々の心身の結びつき」
について、そして「景観から読みとれるその他の
こと」を調べて記述する流れで実施した。 

 
 以下、その結果を市民への視覚的な説明にも用
いられるようにスライドショーとして整理したも
のを、順に掲載する。なお、図 1 には再び風土の
定義を示した。 
---------- 
出典｜薗⽥稔編『神道』（弘⽂堂、1988 年、総 372 ⾴）。
アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン『⽣活世
界の構造』（那須壽監訳、筑摩書房、2015 年、総 634 ⾴） 
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       図 2 「大谷」の地名は、平安時代末期には用いられていたと考えられる 
---------- 

出典｜⼤⾕地区わがまち元気発掘推進協議会編『⼤⾕郷⼟誌』発⾏同左、2015 年、6 ⾴ 

 

       図 3 小山市の地区区分と大谷北部・中部地区の位置 
                                          
 市域は、旧町村の区分に基づいて 11 地区に分けられ、当地区はその中央部東側に位置する。 
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       図 4 小山市の市街化区域（図中の黄色い囲み）と当地区の位置関係を確かめる。 
                                       
 大谷北部・中部地区は、概ね市街化区域と市街化調整区域に二分される。

 

 
       図 5 田間から大字横倉新田の住宅地を見る。2021/11/12 
 
当地区では全般に、市街化区域と市街化調整区域の土地利用の違いが明瞭である。 
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       図 6 小山市域の大きな地形区分を見る。当地区は宝木台地の上に位置する。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023 年）  

---------- 

	

             図 7 大谷北部・中部地区の範囲（図中の太い点線）と大字、町名の分布を見る。 
---------- 
出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2022 年） 
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       図 8 空中写真（1974 年撮影）を用いて当地区の地形を見る。色の薄い樹枝状の箇所が谷。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地図・空中写真閲覧サービス http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023 年） 

 

 
       図 9 概ね西仁連川と大川がつくる谷に挟まれた範囲が、当地区となる。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地図・空中写真閲覧サービス http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023 年） 
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       図 10 明治期の低湿地の分布図に地区の範囲を重ねる。谷底には主に水田がつくられた。 
---------- 

出典｜⼤⾕地区わがまち元気発掘事業推進協議会編『⼤⾕郷⼟誌』発⾏同左、2015 年、6 ⾴ 

   国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023 年） 

 

 
       図 11 台地上での侵食谷の発達過程を表わした概念図（廣瀬 2023 年） 
---------- 

参照｜⽥辺晋「関東平野中央部における沖積層の基盤地形」『地質学雑誌』127 (10)、2021 年、635-648 ⾴ 
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       図 12 台地は、火山灰などに覆われてもいる。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代・中世』⼩⼭市、1984 年、7-10 ⾴ 

 

 
       図 13 台地上の湧水は谷をつくり、谷が始まる箇所には神社が祀られてきた。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代・中世』⼩⼭市、1984 年、7-10、31-32 ⾴ 

   国⼟地理院 地図・空中写真閲覧サービス http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023 年） 
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       図 14 栃木県の表層地質と河川流域、おおよその地下水流動系の重なりを見る 
---------- 

出典｜栃⽊県⼩⼭市年開発部区画整理課編『⽝塚⼟地区画整理事業 竣⼯記念誌』⼩⼭市、1998 年、74 ⾴ 

   地質図 Navi https://gbank.gsj.jp （廣瀬改変 2020 年） 

 

 
       図 15 当地区で湧出する地下水流動系の上流域に当たる釜川および中禅寺湖を見る 
---------- 

出典｜栃⽊県⼩⼭市都市開発部区画整理課編 「⽝塚⼟地区画整理事業 竣⼯記念誌」⼩⼭市、1998 年、74 ⾴ 
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       図 16 大川べりから男体山をはじめとする日光の山々を望む。大字雨ケ谷。2021/11/12 
 
 図 14-16 に抜粋して引用した文章を通して読めるよう、以下にまとめて引用する。 
 「台地には、数多くの湧き水点が見られる。豊かな地下水が噴出、清水となり湧水池となっている。
丘陵地帯を流れる河川は、降水量の 60%が河川を流れる水、10%が地下水、30%は蒸発するという」。 
 「栃木県水理地質学的研究によると、今市扇状地-宇都宮へ流れ下った地下水は宇都宮付近の釜川、宝
木用水の河川などに涵養されながら上三川工業団地に流れ、そこで下館方面と石橋方面へ分流し、石橋
から国分寺へ下った分流水は、更に、結城方面と小山方面へ分かれているという。『小山市地史環境調査
報告書（その 1）〔小山の地質及び思川自然環境〕小山市教育委員会発行より』」。 
 この二つの段落は、下記「犬塚土地区画整理事業 竣工記念誌」の「犬塚の十景観̶犬塚公園の湧き水」
の項に、区画整理に際して市民が保存運動を展開した結果守られた金山神社裏の湧き水について説明す
るために書かれたものである。 
---------- 

出典｜栃⽊県⼩⼭市都市開発部区画整理課編 「⽝塚⼟地区画整理事業 竣⼯記念誌」⼩⼭市、1998 年、74 ⾴ 

 

 大字土塔には、「いずんぼ」という名の小さな池があったという。以下、当地の公民館報より引用する。 
 「この池は、いつも清水が湧き出て水の枯れることがありませんでした。雨が少なく田植えが出来な
いような時でも、この池から流れる水により、田植えが出来たという、まことにありがたい水神様の池
でありました。昭和の初めごろ、その辺り一面に、レンゲの花や菜の花の咲き競うさまは、まさに平和
郷であり、魚釣りや水遊びなど、子供たちには格好の遊び場であり、オアシス的存在でありました」。 
 前述の明治期の低湿地図と照合すると、この池は祇園城外堀とされた谷の東西を湿地が挟む地点に位
置したようである。当地が水田ではなく湿地として残されていたのは、水源地であったからではないか。 
---------- 

出典｜「⼟塔⼆公⺠館報 昭和 62 年 6 ⽉ 30 ⽇号」⼟塔⼆⾃治会 
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3 地域の自然への人の働きかけについて 
 

 
       図 17 小山市最古の遺跡の一つが、大谷北部・中部地区に分布する。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代・中世』⼩⼭市、1984 年、143-144 ⾴ 

 

 
       図 18 「大川」が流れる侵食谷。大字中久喜より大字犬塚 (谷底) 、犬塚を見る。2021/11/12 
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       図 19 八幡根遺跡と周辺の地形などの関係を確認する。大字中久喜。2021/11/12 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、155 ⾴ 

   「栃⽊県埋蔵⽂化財調査報告第 189 集 ⼋幡根遺跡」栃⽊県教育委員会・(財) 栃⽊県⽂化振興事業団 

 

 
       図 20 旧石器時代、縄文時代から近世まで、遺構・遺物が多数ある大字横倉。2023/02/25 
---------- 

出典｜和⽥清七・⼊江信恵ほか「⼤⾕村郷⼟誌」1933 年、2 ⾴ 
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       図 21 中久喜城跡 (大字中久喜) より「鎌倉街道」伝いに犬塚の市街地を望む。2023/02/25。 
 
この道は、以下図 22 の奥大道（鎌倉街道中道）の枝道と考えられる。 
 

 
       図 22 古代の東山道の宝木台地上の経路に、中世の鎌倉からの街道が接続された。 
 
 川の氾濫からでき、もとは湿地が広がっていた低地に比べて、台地は道を通すのにより向いた。 
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       図 23 結城道の宿場は、当地区では中久喜の他に犬塚、土塔に置かれた。 
---------- 
出典｜奥⽥久『内陸⽔路の歴史地理学的研究̶近世下野国の場合』⼤明堂、1977 年、総 168 ⾴ 
 

 
       図 24 小山地方の城の配置および地形との関係（主に河川、谷の堀としての利用）を見る。 
---------- 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、694-717 ⾴ 
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	 	 	 	 	 	 	図 25 中久喜城の北側には、須賀神社（牛頭天王社）が祀られた。現在は、碑が残される。 
---------- 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、798 ⾴ 
   「本祇園⽜頭天王社来由」⽂政 5 年（1822） 
 

 
       図 26 昭和 8 年（1933）の地誌に、藤原秀郷と中久喜城、牛頭天王社の関係が書かれる。  
---------- 
出典｜『⼤⾕村郷⼟誌』⼤⾕村、19337 年、3 ⾴ 
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       図 27 台地の上の谷にできた低湿地は、ほぼ水田（図の黄土色）とされた（紫色は未利用）。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023 年） 

 

 
       図 28 元文期の新田開発について確認する。犬塚では、元禄期（1688-1704）以前に実施。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん専⾨委員会編『⼩⼭市史 通史編 III 近世』⼩⼭市、1986 年、345 ⾴ 
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       図 29 近世の新田開発がどのようなところで行われたかについての説明を引用する。 
---------- 
出典｜農業農村⼯学会「平野の拡張、新⽥開発」 http://www.jsidre.or.jp/tabata3-a/ (2023-03-12 閲覧) 
  

 
       図 30 幕府による新田開発奨励策の負の面に関した指摘を引用する。 
---------- 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 II 近世』⼩⼭市、1986 年、346-347 ⾴ 

 
 



Ⅱ 踏査および⽂献調査による報告 

 

	

	

20	

 
       図 31 1947 年と 2021 年に撮影された空中写真を比較して、土地利用の変化を見る。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地図・空中写真閲覧サービス http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023 年） 

 

 
       図 32 大川が流れる谷の支谷にあるこの農地は、明治期は畑地、1947 年と現在は水田に。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図、地図・空中写真閲覧サービス http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023 年） 
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       図 33 明治期から大正期、昭和期にかけての当地区の農業の状況の変化を記した文章を引く。 
---------- 

出典｜『⼤⾕村郷⼟誌』⼤⾕村、1933 年、7 ⾴ 

 

 
       図 34 本県の干瓢生産は、壬生城主鳥居忠英の前任地江洲からの導入を起源とするという。 
---------- 

出典｜『⼤⾕村郷⼟誌』⼤⾕村、1933 年、7 ⾴ 

   栃⽊の⾷事編集委員会編『⽇本の⾷⽣活全集 09 聞き書き 栃⽊の⾷事』農⼭漁村⽂化協会、1988 年、54、350 ⾴ 
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       図 35 当地区および市域での家内制手工業から工場制手工業への展開に関した文章を引く。 
---------- 

出典｜⽔島⼀雄「⼩⼭市旧⼩⼭村『⽝塚』地区の変容」『⽝塚⼟地区画整理事業竣⼯記念誌』栃⽊県⼩⼭市、2000 年、18 ⾴ 

 

 
       図 36 原料志向型工業（図 35 に例示）に始まる本市における工場進出の過程を整理する。 
---------- 
出典｜⽥島康弘「⼤都市における⼯業化の進展と農村の対応—栃⽊県⼩⼭市開拓集落の場合」『地理学評論』48 (10) 、1975 年、742-755 ⾴   

   ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III 近現代』⼩⼭市、1987 年、615-632、817-822、975-985 ⾴ 
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       図 37 大字横倉新田では、工場誘致までに「入会山」に始まる上記の経過がたどられた。 
 
 図中の「入会山」は、肥料などを得るために定められた村ごとの共有地を指す。戦時中の 1943 年に富
士産業株式会社（旧中島飛行機）に、この入会山は飛行場建設を目的として買収されたが、建設はされ
ず、軍の農耕部隊が簡易開墾を行った。戦後、旧軍関係者に加えて緊急開拓事業により引揚者らが入植
し、開墾は進められた。その後、「1953~1954 年の全国的な地方自治体財政の赤字と、それに続く工場
誘致競争の中で、小山市も、1954 年 12 月 27 日、『工場誘致条例』を制定し」開拓地を中心に買収し、
工業団地を造成する計画が立てられた。この計画には賛否があり、事業の完了までに 11 年を要した。 
 その経緯や背景についての細やかな調査と考察の結果が、下記の論文にまとめられている。 
---------- 

出典｜⽥島康弘「⼤都市圏内における⼯業化の進展と農村の対応—栃⽊県⼩⼭市開拓集落の場合」『地理学評論』48 (10) 、 

1975 年、742-755 ⾴ https://doi.org/10.4157/grj.48.742 

	

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ 踏査および⽂献調査による報告 

 

	

	

24	

4 地域と人々の心身の結びつき 
 

 
       図 38 祭礼の日の氷川神社を写す。大字塚崎。2023/02/19 
 

 
       図 39 星宮神社。大字雨ケ谷。2023/02/19 

 
 当地の星宮神社の創立は、平安時代と伝えられる。祭神は、磐裂神である（当神社資料より）。 
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      図 40 祭礼のように継承される営みがある他、新しく始められるコミュニティ活動がある。 
---------- 

出典｜「再発⾒ しもつけの史跡 117 中久喜城跡 (⼩⼭・国指定) 」「下野新聞」2021 年 8 ⽉ 19 ⽇、23 ⾯ 

 

 
      図 41 JR 水戸線を渡って中久喜城本丸、二の丸跡に至る。大字中久喜。2023/02/25 
---------- 

出典｜「再発⾒ しもつけの史跡 117 中久喜城跡 (⼩⼭・国指定) 」「下野新聞」2021 年 8 ⽉ 19 ⽇、23 ⾯ 
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      図 42 中久喜城本丸跡。大字中久喜。2023/02/25 
 
 「中久喜城は鎌倉時代から室町時代の城です」（小山市教育委員会「中久喜城はこんな城です。」より） 
 

 
      図 43 中久喜城大手跡。大字中久喜。2023/02/25 
 
 中久喜城は二つの谷が合流する南側に二重の土塁と塀を築き、北側の守りを寺院や侍屋敷を集めて固
めるなど堅固な構造を擁した、中世の歴史を伝える貴重な遺構であるという（小山市教育委員会前掲書）。 
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      図 44 幼虫はエノキの葉、成虫はクヌギ等の樹液を摂取するオオムラサキの生活の場にも。 
---------- 

出典｜⼤⾕地区わがまち元気発掘事業推進協議会編『⼤⾕郷⼟誌』発⾏同左、2015 年、32、36 ⾴ 

 

 
      図 45 水田や樹林の残る当地区では、史跡管理を生態系保全に結びつけることもできる。 
---------- 

出典｜⼭本勝利他「農村景観構造に基づく⽣物⽣息空間の評価」『システム農学』23 (1)、2007 年、1-10 ⾴ 

   https://doi.org/10.14962/jass.23.1_1 
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      図 46 アサギマダラの成虫が訪花を必要とするフジバカマは、当地で十五夜に供えた植物の一つ。 
 
 秋の七草の一つに数えられるキク科ヒヨドリバナ属のフジバカマは、天然由来の有機化合物で多くが有毒で
あるアルカロイドの一つ、ピロリジジンアルカロイドを含有する。アサギマダラが属するタテハチョウ科マダ
ラチョウ亜科などのチョウ類の成虫の特に雄は、ピロリジジンアルカロイドを含む植物を訪れて吸汁し、ピロ
リジジンアルカロイドを「自らのあるいは子供（卵）のための防御物質として、また性フェロモンの原料とし
ても利用している」。 
 フジバカマは、増水時に冠水する河川の氾濫原などの自然草原を生育適地とする。こうした環境は、全国的
に河川改修において水際線を人工構造物化することで少なくされ、また河川の高水敷がグラウンドや公園など
として整備されることでも失われている。しかし、陸と水のように二つの異なる生態系の接点が境目なく変化
しながら続いている環境、エコトーン（移行帯）は多くの生物に必要とされている。河川や農業水路の管理に
おいてこのような点が大切にされることは、アサギマダラの生活に必要な植物の一つであるフジバカマの生育
環境の保全につながると共に、十五夜に 15 個の団子と秋の七草を供える地域文化の継承に結びつく。 
 こうしたアサギマダラとフジバカマと十五夜の関係は、本来は自然と対となった地域文化の継承のあり方を
考えるのに向く例として、ここに挙げた。 
---------- 
出典｜⼤⾕地区わがまち元気発掘事業推進協議会編『⼤⾕郷⼟誌』発⾏同左、2015 年、36、69 ⾴ 
   本⽥計⼀「鱗翅⽬昆⾍とアルカロイド」『化学と⽣物』36 (6)、1998 年、359-367 ⾴ 
   https://doi.org/10.1271/kagakutoseibutsu1962.36.359 
   服部保他「フジバカマ⽣育地の現状と保全」『ランドスケープ研究』63 (5)、1999 年、477-480 ⾴ 
   https://doi.org/10.5632/jila.63.477 
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5 景観から読みとれるその他のこと 
 

 
      図 47 弁財天神社。大字犬塚。2023/02/12。当地区の各所の景観を北側から見てゆく。 

 
 西仁連川に合流する谷の支谷の始まりに祀られる。田園景観の中で守り継がれる重要な場所の一つ。 
 

 
      図 48 小山東ニュータウン。中久喜。2023/02/12。写真右は、西山公園を写したもの。 
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      図 49 小山市立第三中学校南側から見た大字中久喜（左）と犬塚公園（右）。2023/02/12  
 
 区域内外の緑地を含む景観を写す。犬塚公園に隣接する金山神社には、湧水池が残される（12頁参照）。 
 

 
      図 50 松岸寺前（左）と神明社、持福院（右）。大字中久喜。2023/02/12 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、722-725 ⾴ 

 



Ⅱ 踏査および⽂献調査による報告 

 

	

	

31	

 
      図 51 平成通り。大字土塔。2023/02/25 
 
 地域公共交通の充実に伴う価値向上が見込まれる道路。電線地中化も行われ、街路樹を大きく育てて
空気清浄化、熱環境調整、炭素固定、鳥や昆虫の移動空間確保など多くの環境機能を持たせられる。 
 

 
      図 52 小山環状線、あけぼの公園北側（左）と音弥神社南側（右）。横倉新田。 
 
 工場のある大街区と原地形に沿う道の残る人間的規模の街区との空間体験の違いも、当区域の性格に。 
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      図 53 関東職業能力開発大学校南側（左）と稲荷神社東側の集落景観（右）。大字横倉。 
 
 大字横倉は、西部で市街化が進み、東部で市街化が抑えられている。東部は遺跡の集積地でもある。 
 

 
      図 54 雨ケ谷新田の市街化された範囲（左）と残存する農地（右）。2023/02/19 
 
 市街化区域における台地上の谷の土地利用として、右の例は治水上有利であり、低炭素化や草原性、
湿地性の生物の生息空間確保にもつながるなど、さまざまな環境機能を持つことが評価できる。 
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      図 55 大川が流れる谷の西側の集落（左）と星宮神社から東側の景観（右）。大字雨ケ谷 
 
 谷底が概ね農地とされ、台地の上にも農地が残り、本来の水その他の物質の移動が保たれる面がある。 
 

 
      図 56 氷川神社から見た西側、大川の流れる谷（左）と東側の集落。大字塚崎。2023/02/19  
 
 農地が尾根と谷で連続的に営まれ、平地林と社寺林、屋敷林が残され、良好な田園環境が維持される。 
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      図 57 平地林と農地ごしに集落を望む（左）。血方神社（右）。大字田間。  
 
 農地の維持は重要であり、当区域に限らず消費から援農まで市民の様々な関与、参加が求められる。 
 

 
      図 58 八幡根遺跡西側下の水田（左）と 2021 年に撮影された当地の空中写真（右）  
---------- 

出典｜佐渡トキファンクラブ「トキのためのお⽶を⾷べる」 https://toki-sado.jp/ikimonohagukumu/ (2023-03-12 閲覧) 

   ※稲刈り機のコース取りに関しては、⼩川悟郎・中久喜⾃治会⻑より情報を提供いただいた。 
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１ ⽬的と実施概要 
 
１-1 ⽬的について 
 
 ⼤⾕北部・中部地区で暮らす⼈々の⽣活や意識
をできうる限り実情に近いところで把握するこ
と。特に、過去と現在の⽣業や⽣活の様⼦、地域
をどのように認識しているか、⼤⾕北部・中部地
区で暮らしながら、⼤切に守っていきたい地域の
宝や、逆に解消したい困りごとなどについて、ど
のような考えを抱いているかなどについての把
握を試みる。また、それらの関係性を読み解くこ
とで、⼤⾕北部・中部地区および⼩⼭市域全体で
の⽥園環境都市ビジョンの⼿がかりを得ること
を⽬的とする。 
 
1-2 実施概要について 
 
 令和 4 年 11 ⽉から令和５年２⽉にかけて、下
記の 2 種類の簡易社会調査を⾏った。 
①座談会形式のグループインタビュー 
②無作為抽出・郵送によるアンケート調査 

⼤⾕北部・中部地区で⾵⼟性調査を⾏うにあ 
たり、まず９⽉３⽇の⾃治会⻑、副会⻑の打ち 
合わせにおいて総合政策課より事業の説明を⾏ 
い、９⽉ 13 ⽇の⼤⾕地区⾃治会⻑役員会では⾵ 
景社より調査の説明とグループインタビューに 
関する相談を⾏った。 

⼤⾕地区での活動などの実情に合わせ、⼤⾕北 
部、⼤⾕南部ではなく、北部、中部、南部と３区
分で地区を分け、今年度の⾵⼟性調査においては、
⼤⾕北部・中部地区を対象に⾏うことになった。 
 
 

 
 
 
 
1-3 座談会形式のグループインタビュー 
について 

 
⑴ 特に考慮したこと 

アンケート調査では、本調査で⽴てた⽬的達成
のためには、設問や提⽰する選択肢が、住⺠が「⽇
頃考えていること」「伝えたいこと」「語りたいこ
と」に沿っているかどうかが重要になる。そこで、
グループインタビューを先⾏して⾏い、そこで語
られたことをもとに、アンケートの質問における
選択肢を設定した。 
 
⑵ 実施時期と対象者について 
⼤⾕北部地区〜昼の部と夜の部の２回を設定し
て、⾃治会⻑の⽅々のご都合の良い⽅に参加して
いただく形とした。 

第１回：11 ⽉ 21 ⽇ 10 時〜11 時半 

北部地区⾃治会⻑ 男性 2 名・60 代 70 代  

第２回：11 ⽉ 21 ⽇ 18 時〜19 時半  

北部地区⾃治会⻑ 男性 5 名・60 代 70 代  

⼤⾕中部地区〜⾃治会⻑の皆様の集まりと、⼤⾕
公⺠館を拠点に活動している⼦育て世代のお⺟
さんたちのインタビューを設定した。  

第１回：11 ⽉ 14 ⽇ 18 時〜19 時半 

中部地区⾃治会⻑ 男性４名・60 代 70 代 

第 2 回：12 ⽉ 19 ⽇ 13 時半〜15 時 

⼦育て世代・⼥性４名 40 代 

 
また、踏査（現地調査）の⼀貫として、2 ⽉ 25

⽇に、中久喜地区を歩きながらご説明いただいた。
案内していただいたのは、中久喜城跡を中⼼にま
ちあるきのモデルコースをつくる試みや、環境整
備を⾏っているメンバーのおひとり。 
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⑶ 全ての聞き取りにおいて、共通の質問内容 
①⾃⼰紹介として〜⼤⾕北部・中部地区とのご縁、
仕事や地域での活動など、仕事や余暇時間での、
ご⾃⾝とご家族それぞれの⽣活圏について 
②地区の昔と今。変わったこと変わらないこと 
③地区で暮らすなかで感じる、解消したい困り事 
④地区の有形無形のもので、⼤切に守り、未来に
つなぎたいもの 
⑤都市部と⽥園部は、これからどんな関係を築い
ていくと良いか等、これからの⼩⼭市のまちづく
りへの意⾒ 
以上に加えて、それぞれのグループの特性に即

した質問（⼦どもたちの帰宅後や休⽇の過ごし⽅、
農業の今と昔、など）を加えて聞き取りを⾏った。 
 
 
1-4 アンケート調査について 

 
⑴ アンケート調査（紙の調査票） 
無作為抽出による 2,500 世帯へ、依頼状および
返信⽤封筒（受取⼈払い）とともに調査票を送付
した。12 ⽉ 26 ⽇に発送し、年明けの１⽉ 31 ⽇
締め切りとした。 
 
⑵ アンケート調査（インターネット回答） 
紙の調査票でのアンケートと並⾏して、グーグ

ルフォームを利⽤したインターネットでの調査
も⾏った。 
告知については、⼤⾕北部・中部地区在住者の 

みの回答とするために、ウェブや S N S などで不
特定多数に向けた案内はせず、⾃治会の回覧及び、
調査票とともに封⼊する依頼書に Q R コードと
ともに「２⼈⽬以降からの回答について各世帯に
おきまして、紙のアンケートにご回答された⽅以
外にもご協⼒いただける⽅は、右のＱＲコードよ
りスマートフォンやパソコンからもご回答いた
だけます」と記載した。 
 

⑶ 回答数/回答率について 
●回答数：596 件（郵送：561 ネット回答：35） 
うち集計締め切り後に届いた３通は無効とし
593 件の回答で集計を⾏った。 
●郵送での回収率 22.5%  
対象 2,500 について、宛先不明で返送されたもの 
5 通を除外した 2,495 を⺟数とした。 

合計 593 名の回答の集計結果を、「⼩⼭市⼤⾕
北部・中部地区アンケート調査 集計結果報告書
（2023 年 3 ⽉ 22 ⽇改訂版）にまとめ、別添資料
とした。 

 

２ 結果整理の⼿法について 
 
グループインタビューにおいては、下記の３種

の記録を作成し、③を本報告書に掲載している。 
①書き起こしデータの作成  
②個⼈情報を残した形で、座談会の時系列に発⾔
内容をまとめたもの  
③個⼈情報を抜き、発⾔内容を、時系列ではなく、
いくつかのテーマやトピックごとに編集した記
録。発⾔内容に関連した史実や、少し曖昧な記憶
に基づく参加者の話を裏付ける記録などを、脚註
の形で、各種⽂献から転載し補⾜する。 
 アンケート調査については、単純集計と、主要
な質問において属性との相関をみるクロス集計
を⾏った。概要版を次章の調査結果に掲載し、全
データは、別添資料（アンケート集計結果報告書）
に掲載する。 
  グループインタビューと、アンケートの結果に
ついては、個々の検証に加えて、得られた情報の
関連性などを読み解き、「４ 調査結果の整理」に
記載する。 
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３ 各調査の結果報告 
3-1 グループインタビューの記録 
 

この章ではグループインタビューと個別インタ
ビューで⾏った聞き取りの成果を掲載する。初め
に、語られたことを概観するために各回記録の⾒
出し⼀覧を掲載し、次に各調査で語られた内容を
掲載する。 
 
̶̶̶⼤⾕北部地区  
 

1｜⼤⾕北部：⾃治会リーダーの⽅々（１） 
 
１：⼤⾕北部地区との関わりと現在の概況 

２：泉崎稲荷神社の祭り 

３：丸⼭の弁財天神社 
４：地域の親睦、地域の企業との連携 
５：⼦どもたちとの関わり 
６：この 20年、30 年の地区の変化 
７：地域の困りごと〜道路の状況 
８：公園の役割について  
９：地区の困りごと〜⾃治会の存続について 
10：⽥園環境と都市環境の調和について 
 
２｜⼤⾕北部：⾃治会リーダーの⽅々（2） 

 
１：⼤⾕北部地区との関わりと現在の概況 
２：地名の由来について 

３：この 20年、30 年の地区の変化 
４：農業の変化〜昔のカンピョウづくりと今の
農業 

５：集落間の繋がりや⾃治会の分け⽅など 
６：地域コミュニティの親睦⾏事 
７：⽥園環境と都市環境の調和について〜農業

の現状、⼟地改良区、区画整理 
 
 

 
 
̶̶̶⼤⾕中部地区 
 
1｜⼤⾕中部：⾃治会リーダーの⽅々 

 
１：⼤⾕中部地区との関わりと現在の概況 
２：農業の変化〜稲作と畑作、開墾、昔のカン
ピョウづくりと今の農業 

３：地区の神社と歴史 
４：横倉の遺跡 
５：⼤切に守っていきたいもの〜祭りやお囃 
  ⼦、公⺠館祭り 
６：解消したい困りごと〜平地林の消失 
７：⽥園環境都市ビジョンについて〜宅地開発 

 
2｜⼤⾕中部：⼦育て世代の⽅々 

 
１：⼤⾕中部地区との関わり 
２：⼦どもたちの過ごし⽅ 
３：桜⼩町MAOについて 
４：地域学習サークル 20ʼs 
５：地域のコミュニティ 
６：⼤⾕中部地区の住みやすさ、住みにくさ 
７：⽥園環境と都市環境の調和について〜宅地
開発 

８：⼦どもたちの将来と親世代の将来 
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3-1-1 ⼤⾕北部地区  

------------------------------------------------ 
1｜⼤⾕北部：⾃治会リーダーの⽅ （々１） 
参加者：丸⼭⾃治会・泉崎⾃治会より男性 2 名 

実施：2022 年 11 ⽉ 21 ⽇ 10 時〜11 時半 

場所：⼤⾕公⺠館 

--------------------------------------------------------- 
 
１：⼤⾕北部地区との関わりと現在の概況 
 
◎仕事の都合上、こちらへ住むことになって 50
年近く。転勤もあったが、⾃宅はずっとこの地
区で定年までやってこられた。丸⼭という⾃治
会だが、なぜ丸⼭と呼ぶのかは私もよく分かっ
ていない。なぜ丸⼭と呼ばれているのか。隣に
⽵親会、南側に⽝塚⾃治会、北側には出井地
区、⻄側に星ノ宮に挟まれたところ。北は農業
をやっている地区、UACJ 並びに富⼠通に挟ま
れた南側は近年、道路沿いに住宅ができてい
る。北側のイオンと昔の遊園地の間が⼩⼭市の
外周道路になっているが、その北側が農業地区
で調整区域になっているのではないかと思う。
⾃治会の加⼊者が約 240 ⼾。未加⼊の⽅も当然
いて、アパート関係が複数棟あり、⾃治会とし
て把握していないのが現状。 
◎アパートは、単⾝世帯だけではなく家族で住
んでいるところも多い。農家の⼈が⼟地を提供
して、ダイワハウスなりセキスイハウスがアパ
ートを建てると、維持運⽤をその住宅会社に委
託してやっているような、そういうところが複
数棟ある。⽝塚地区とか星ノ宮地区に⽐べれば
少ないが。 
◎泉崎という地名の由来について、泉崎の泉と
いうのは、湧⽔でできた沼註１が由来だという話
を聞いたことがある。弁天池というところがあ
って、そこから湧く泉があり、周りは当然なが
ら⼤昔は⽥んぼと畑だったので、沼の⽔は⼤切

にされていた。その⽯碑的なものが、今の中央
図書館の南側の敷地内にある。 
◎⽯碑のようなものは、たまたますぐそばに住
んでいることもあって分かるが、地域の⽅でも
知らない⽅もいらっしゃるのではないか。⽂化
財的なものについてはPRしていく⽅が良い
し、⾃治会としてもしていきたい。いずれにし
ても、泉崎は⼩⼭地区、市内近くにあるので、
昔のものがだんだん少なくなってしまったとい
うのが現状かと思う。 
-- 
註１︓沼「⽩⽔崎弁天沼」 
『⼤⾕郷⼟誌』（⼤⾕地区わがまちげんき発掘事業推進協議会   
平成 25 年（2013））の泉崎集落の沿⾰（P7）より転載〜「⾔
い伝えでは、当地と⼟塔の間にあった⽩⽔崎弁沼の辺りに、コ
ンコンと湧き出る泉（出⽔）があって、⽔⽥の灌漑⽤⽔、旅⼈
の飲み⽔となった。泉の存在価値は⼤きく、その湧⽔地は⼟塔
の⽅⾯から⾒て、泉の⻄⽅の地を指して、泉の先と呼び、そこ
から泉崎になったと考えられる。初⾒は、慶⻑８年（1603）下
妻城主家⾂の⽂書」 
 
２：泉崎稲荷神社の祭り 
 
◎泉崎の稲荷神社の祭りは、コロナ禍でも、で
きる範囲はなんとかやっていこうということ
で、11 ⽉ 23 ⽇の⾏事等についてもできる範囲
で継続して進めてきた。こういったものは、継
続で進めていければ、特にお⼦さんたちも含め
て、お囃⼦とかそういった⾏事などでも積極的
に参加していただくことによって、地域の皆さ
んとの交流、⽂化の継承を⼀つでも⻑く進めら
れていくと思う。泉崎の稲荷神社の周辺は、以
前はほとんどが⽥畑だったが、今は農業に携わ
る⽅も少なくなり住宅地になっている。そうい
った住宅地の⽅の転勤あるいはそこに移住され
た⽅にPRしていくためにも、夏祭り等でご参
加いただきながら、地域の活性化も含めて、絆
もどんどん深まっていくのではないのかなとい
うことで、⾃治会としてもやらせてもらってい
る。 
◎夏祭りは毎年７⽉の最後の⽇曜⽇。神輿で町
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内を練り歩くのはコロナで２年間休み、今年
（2022 年）に復活して町内を練り歩いた。た
だ、声を出して「わっしょいわっしょい」とい
くのはまだ難しいので、トラックに神輿を積ん
で練り歩いた。⼦ども神輿と⼤⼈⽤がある。 
◎お囃⼦会もあり、具体的な年数は分からない
が⻑く続いている。７：３くらいで⼦供が多く
参加している。今年（2022 年）は、あちらこち
らのお囃⼦が集まって、私の地区の城東公園の
敷地内で披露会註２があって、泉崎も参加した。
今年初めての試み。 
--- 
註２︓⼩⼭商⼯会議所主催「おやまお囃⼦ステージ城東

2022」2022 年 11 ⽉６⽇ 城東公園内ステージ城東 出演︓

泉崎お囃⼦会、⼟塔⼀お囃⼦会、中久喜お囃⼦会、横倉新⽥お

囃⼦会、上出井お囃⼦会、⼩⼭ Y E G 太⿎隊 
 

3：丸⼭の弁財天神社 
 
◎⾃治会にしっかり関わるようになって⽇が浅
いので詳しくは分からないが、丸⼭でも以前は
地域の祭りもやっていたようだ。近くに、⼩⼭
百景にも⼊っている丸⼭弁財天神社がある。池
があって、池の周りはどういう経緯かわからな
いがコンクリートで固めて。池の中島のような
ところに渡る橋があり、⿃居を新設して、橋を
渡って真ん中に弁財天が置いてある。 
◎⾃治会と神社との関わり合いは私もよく分か
っていないが、⼤昔の流れからきている⽒⼦の
⼈たちの集まりで形成されているようだ。⾃治
会との関わりも時代によって変遷があるよう
で、今は特になく、⽒⼦さんが中⼼になって祭
事をやっている。⼀般の⼈もお参りに来ている
ようで、地区の有志の⽅が毎⽉第１⽇曜⽇に清
掃や草取りなどもずっと継続してやっていらっ
しゃるようだ。 
◎太⿎なども⾃治会の公⺠館の中に置いてあ
り、泉崎さんがおっしゃったような⼦どもの神

輿が出るような祭りなども以前はやっていたよ
うだ。⼤きな太⿎なども置いてある。私が知っ
ている限りだと、今はやっていない。 
 
４：地域の親睦、地域の企業との連携 
 
◎丸⼭⾃治会としては、コロナの前の状況は維
持できなくて、祭りもないが、かろうじて外で
やるグラウンドゴルフを⼤⼈と⼦どもが⼀緒に
楽しむという機会を設けている。⼦どもは育成
会を中⼼にしている。 
◎それから、近くの企業、P S C さんと⼀緒に
芋掘り⼤会をやらせてもらっている。企業が地
元の農家から⼟地を借りしてさつまいもの苗を
植えて育てている。芋掘りは⾃治会さんも⼀緒
にどうですか？と声が掛かって、丸⼭⾃治会と
ニュータウンの⾃治会が 2 ⽇に分けて、芋掘り
⼤会をさせてもらっている。令和元年（2019
年）から始まって、今年（2022 年）もコロナ禍
ではあるが外での⾏事だからいいだろうと実施
して 100 名くらいの参加があった。ほとんど⼦
どもで、みんな楽しんでいた。 
◎企業との関わりは、ここに住んでいて初め
て。近くにいくつか企業がありますが、PSCさ
んは職種（産業廃棄物の収集運搬、中間処理）
からも地域住⺠とのつながりを⼤切にされてい
るからではないかと勝⼿に思っている。企業と
地域のつながりは、例えば、⼀部施設を開放し
て体育館を使わせるとか、企業の何周年とかの
お祭りなどに地域住⺠を招待するなど、そうい
う話も他ではあるかもしれない。 
 
５：⼦どもたちとの関わり 
 
◎年末には、育成会が企画してウォークラリー
などを絡めたクリスマス会を 12 ⽉にやる予定。
ウォークラリーは、⼦どもたちが丸⼭地区を知
るという⽬的で、今年から始めようとしている
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ようだ。主要の道路は危ないので⽗兄が監視に
⼊ったりするなど考えながら、今、企画してい
るようだ。12 ⽉の 5 ⽇か、⽇曜⽇にやろうとい
う企画を今、画策しているようです。 
◎丸⼭は、⼦どもの数が減っている。 
◎泉崎も、以前に⽐べたらとても減ってきてい
る。⼤⾕は細⻑いので、⾃治会によって違いが
あると思うが。 
◎たまに朝の学校登校時に、横断歩道での旗を
降る当番をしているが、今の⼦どもたちは、お
はようとこっちが⾔っても、あまり挨拶が返っ
てこない。学校側が⾔っているんですかね、知
らないおじさんと話してはダメとか。何グルー
プも私の前を通過するが、挨拶する⼈は半分も
満たない。 
◎⾏事などで時々、⼦どもたちと会うときに
「こんにちは」なんて⾔われると気持ちいいし
元気をもらえるが、確かに、⾃発的な挨拶とい
うのは、少なくなってきているようだ。 
 
６：この 20年、30 年の地区の変化 
 
◎⼤⾕の変化は、やはり区画整理註３が区切りだ
ったのではないのか。昭和 50年頃だろうか。区
画整理で道路もきれいになる。そして⼟地をお
持ちの⽅も整理されたいという希望もあって、
それから⼤きく住宅地に変わっていった。泉崎
地区は、J R ⼩⼭駅にも近いことが⼤きな利点
で、東京へ通勤する⼈にも都合が良くマイホー
ムを持つ場所として、⼈⼝が増えていった。 
-- 
註 3︓⼤⾕地区にかかるエリアの⼟地区画整理施⼯年度︓⼩⼭
市の⼟地区画整理事業（⼩⼭市ホームページ
https://www.city.oyama.tochigi.jp/soshiki/50/2798.html より） 
城東（昭和 45 年〜昭和 56 年）、⽝塚（昭和 48 年〜平成 12
年）、⼩⼭東部第⼀（昭和 63〜令和６年）、⼩⼭東部第⼆
（昭和 63 年〜平成 30 年） 

 
◎だから最も変わったのは、農業が成⽴しなく

なったこと。知り合いの話を聞いても、農業⾃
体を丸⼭地区でやるのはもう不可能だという声
が多い。従業員などもいて専業でやっている⽅
はひとり。他に何名か兼業で。 
◎丸⼭地区の北側、要するに⽇本たばこの南側
が農業の地区。皆さん、作業をやっているなと
思ってみると、友達から農地を借りて⾃家消費
分を耕作している、半分趣味のような⽅も。⽥
んぼについては、みんな貸して、タダ同然で。
草が⽣えるよりもいいからということで⼈に貸
している。または兼業で⽥んぼをやっている⽅
ぐらい。 
◎泉崎でも、⾃分が⼦どもの頃からするとだい
ぶ変わった。昔は、⾒渡す限り⽥んぼ、畑だっ
たのかなと。ぽつんぽつんと雑⽊林がある。そ
ういう⾵景。⼦どもも、そんな中で遊んでい
た。遊びは、⼦どもたちが⾃分なりに考えなが
ら、道具やゲームがなくても⽥んぼや畑で遊ぶ
のも遊びですという。あるいは神社の境内で⻤
ごっことか、あるいは場合によってはソフトボ
ール的なもので遊んだりしていた。今はもちろ
ん雑⽊林もないし、⼀般の住宅、マンション、
アパートに変わった。⽥んぼはおそらくゼロで
はないか。畑もやはりゼロに近いのかもしれな
い。家庭菜園程度にやっている⼈はいるが。 
◎丸⼭に住み始めたのが 1974 年で 50 年前。周
りにもまだ家があまりなくて、家が⾯する通り
ではうちが２棟⽬。周りは林がたくさんあった
が、あれよあれよという間に住宅が、特に
UACJ の北⼀帯に住宅が増えた。 
◎当時は、⼩⼭駅東の住宅も棟数が少なく閑散
としていた。今の時期だとススキがあった。富
⼠通の前、今の第⼀貨物あたりなどは、まさに
ススキの野原だった。 
 

７：地域の困りごと〜道路の状況 
 
◎泉崎では、うちは学校も近いし、駅も近いの
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で、やはり便利だと思う。 
◎丸⼭もイオンモールとHarvest に挟まれて、
割と便利な場所だと思う。泉崎と同じようにニ
ュータウンも含めて、丸⼭の地区も通勤で⼩⼭
駅に⾏く⼈が随分多い。以前は、新幹線通勤も
利⽤したが、座席にポツポツとしか利⽤者もい
なかった。今は、新幹線通勤が随分と増えてい
る。都⼼まで 40分少しで⾏ってしまうから。 
◎⼩⼭駅までは、⾞で移動する⼈もいるが、⾃
転⾞と原チャリが多い。駅東の駐輪場がすごい
状態になっている。 
◎地域の防犯パトロールの隊員をしていて、交
通の状況に関して個⼈的に思うところが何カ所
かある。 
◎例えば、⾞で来た⽅が例えば⼩⼭駅東⼝をぐ
るっとUターンすると、ちょうど⽩鷗⼤学とヤ
マダ電機の間の東へ向かっていく道に⾏く。信
号があるが、あれから東に⾏く道が⼀気に狭く
なる。その合間に電柱が⽴っているので、⾞に
も狭くて不便で、歩いている⽅、⾃転⾞の⽅に
とっても危ない。昔からあの道は幅が変わらな
い。おそらくあそこの関係者から要望も出てい
ると思うが、道路を広げるということになれ
ば、⼟地を削ったり、いろいろな問題が発⽣し
て難しいのかもしれないが。 
◎丸⼭に住んでいると、⼦どもたちが通う学校
のエリアでの悩みもあるようだ。⼩学校から中
学校に進学する場合に、⼩⼭中と第三中に分か
れる。⼦どもたちは、どちらを選択すると良い
のか、選択すべきなのかなどの話が出ている。 
◎イオンモールと北側の市街化調整区域にお住
まいの⼈たちは、道路状況の悪さに困っている
と思う。道路が狭い。また、北側に⾏く道路が
3 本ほどメインとしてあるが、それが全て⼀⽅
通⾏。ゴミを捨てるにも、ぐるっと⼀周してい
かないといけないという話も聞く。⼯場や介護
施設もあり、交通量もある。⾞、⾃転⾞、バイ
クが⾏き交い、⾞が通る時は、幅が狭いので、

歩⾏者は、⾞が通過するのを⽌まって待ってい
ないといけない。住んでいる⼈は不便を感じて
いるのではないかと思う。 
 
８：公園の役割について  
 
◎困りごとというわけではないが、泉崎には公
園が３箇所あり、公園の樹⽊のことは考えない
といけないと思う。秋、冬になると、⼤きな⽊
の落葉樹が、物凄い量の葉っぱを落とす。美観
を損ねていることと、⾬が降ると、葉っぱもび
ちゃびちゃになって歩⾏に⼤変⽀障をきたす。
⽊があることで夏は涼しくて良いし、緑がない
と困るということはよく分かるが、あまりにど
んどん⼤きくなるような⽊は、これから将来的
にはどうするのか。何年か後には枝を切らなけ
ればならない。そうすると余分な費⽤もかか
る。落ち葉の掃除にも余分な⼿間と余分な費⽤
がかかるのではないか。たまに、⼀年を通して
緑の常緑樹が植えられているところを⾒るが、
ああいう⽊のほうがいいのではないか。 
◎⽊が⼀番多いのは城東公園。泉崎では、公園
の管理にご協⼒いただく⼈の集まりがあり、定
期的に掃除をしていただいているので、落ち葉
の状況は⼤きく違う。年に 2 回、⼩⼭市からも
全市⼀⻫清掃の号令を頂きながら、⾃治会も年
2 回は協⼒させてもらっているが、ただ、その
⼀⻫清掃の前にも秋になると葉っぱがすごく落
ちる。公園は⼦どもたちも遊ぶので、枯れ枝が
落ちたりすることも⼼配。 
◎公園は地域にとって⼤切な場所で、年齢問わ
ずに利⽤されている。また、災害の時の避難所
だったり、防災的な⾯でも⼤切な場所。樹⽊に
ついては、最初に植えるときに、後々のことも
考えたい。栃⽊県の⽊、とちの⽊も⽴派ないい
⽊だが、⾮常に⼤きくなり、⼤きくなりすぎた
らクレーン⾞で伐採するところを⾒ている。 
◎丸⼭地区には公園はない。あるといいと思う
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し、そういう声もある。落葉樹を植えれば葉っ
ぱが落ちるし、ケヤキを植えればケヤキは⼤き
くなる。それは当たり前で、だからその地域の
住⺠の理解がどこまでコンセンサスを得ている
かということだと思う。われわれから⾒ると城
東の公園などは最⾼だと思う。その樹⽊の中で
⼈間が癒されるのは、数字で表せないのではな
いかと思う。城東などは地区の⽅が清掃などを
されているのをよく⾒る。だから、地域に密着
して協⼒して維持して良いと思う。 
◎公園以外に、残っている⾃然は、地区によっ
てかなり違う。泉崎は、あってせいぜい城東公
園に雑⽊林的な⾃然が残っているくらい。 
◎泉崎の地名の由来もはじめに話したように、
⽯碑として城東公園に残っただけで、その⾯影
はない。川⾃体がもう上からコンクリートでず
っとふさがっているから実際に⽬で⾒ることは
できないし、他の湧⽔池や川の流れも同じよう
な状況だと思う。 
 
⼩⼭運動公園について 
◎⼀⽅では、⼤⾕地区ではないが、近いので向
野の運動場（⼩⼭運動公園）に⾏くこともある
が、フェンスで囲まれたトラックも⾮常に⽴派
なものがあり、プロが⾛るのか、プロを養成す
る公園なのかと驚く。野球場、テニスとかある
が、毎⽇が⽇曜⽇の我々が平⽇に⾏っても、誰
も使っていないことが多い。⼟⽇などに、⼤会
があると稼働しているが、それだけのために、
これだけの施設を作って維持していくのは、ど
うなのだろうかと疑問に思う。遊具も多少はあ
るので、⼦ども連れの家族も来ている。隣は芝
⽣があって池があるが、⼊っては駄⽬、釣りは
やっては駄⽬と⼩⼭市の⽴て看板がある。私が
⼩さいころは、⾃⼰責任だった。やっちゃ駄⽬
と⼩⼭市が⾔っている⽴て看板だけが⽬に付
く。⼀番、市⺠の稼働率が⾼いのは、歩道では
ないか。 

◎確かに、外周を皆さん歩いている。今の季節
は特にいいというのもあるが、健康のために歩
く⼈が多い。だから、あの公園を作った時の視
点が違うのではないか。誰にアピールするため
の公園なのか、何のための公園なのか、という
感じ。 
◎運動公園内に樹⽊もあり、⽊陰もできる。バ
ードゴルフができるスペースもある。住⺠に開
放されていると⾔えば、されているが、やはり
少し違うのではないか。 
◎⼀⽅では県南の体育館の周りでは、⼦どもた
ちが遊べてバーベキューができる公園ができて
いて（⼩⼭総合公園）、ああいったやり⽅もい
いのではないかと思う。 
◎そのとき、その時で、場当たり的に、いろい
ろとつくってしまったのではないか、勝⼿にそ
う思っている。例えば、⼩⼭駅東に⽩鷗⼤学が
できている。あそこは商業地域であって、もっ
と静かなところで勉強させるのが良かったので
はないか。⼩⼿先で済ませるのではなくて、も
う 10年、20 年と考えていく・・・。全てを満
⾜させることは難しいと思うが。だからやはり
公園というのは重要なファクターだと思う。何
かと住⺠が集う場所だったり、癒される場所だ
ったり、防災の拠点になることも含めて。 
 
９：地区の困りごと〜⾃治会の存続について 
 
◎新聞でも時々取り上げられますが、どこの町
でも⾃治会の会員数が減少傾向にある。そこに
住めば⾃治会に加⼊するのが⼀般的なのかと思
っていたが、これは任意なので嫌だよと⾔われ
れば、無理に勧めることはできない。都市部で
住宅が増えてくる地域では特に、未加⼊の⽅が
多くなってきている現状がある。そうなると、
未加⼊世帯のお⼦さんたちも地域のつながりか
らだんだん離れていってしまう傾向になるの
で、その点が寂しいことだと思う。泉崎では、
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お囃⼦とかお祭りとか、⾃治会で進めさせても
らっていて、今年やはり 3 年ぶりにやったとい
うことで、⾮常に⼈気があった。そこで地域の
⼦どもたちの声を聞いたり、⼦どもたちの笑顔
などを⾒ると本当にうれしく思う。 
◎やはり、昨今は、⾃治会活動をするに当たっ
て、⾃治会の意義、存続意義がなかなか理解さ
れなくなっているのをひしひしと感じる。要す
るに、若い⼈は⾃治会に⼊って何がメリットな
の？という疑問が先⾏してしまっているように
思う。必ずそこへ出てくるのはゴミ問題。ゴミ
の集積場所に対して⾃治会がある程度関与して
いる、または許認可権があるということから、
⾃治会に⼊るメリットはゴミ出しだけだとか、
⼊らないと捨ててはいけないのとかいう⽅もい
る。⾃治会そのものがどんどん⾼齢化社会にな
っているので、⾃治会そのものの役割も変わっ
てきているし、昔のように名誉職ではなくなっ
ている。今はなり⼿がないというのが現実。そ
ういう中で⾃治会活動そのものの意義を共有で
きていけるのか、これが将来にわたっては不安
がある。何⼀つとっても⼦どもの問題にして
も、⾃治会の存続の意味あいを明確にしたいと
思っているが、なかなか⾏き渡らないのが現
状。 
 
10：⽥園環境と都市環境の調和について 
 
◎難しい問題だ。今、⽥園や農業というところ
で⽣活されている⽅と、⾮農業の⽅とのバラン
スがどうなのかというと、丸⼭地区の場合は先
ほども⾔ったように、農業で暮らしている⼈は
いない。かろうじて兼業で⽥んぼをやっている
⽅がいる。そういう地区ですから、地区だけ⾒
てもバランスや調和が取れているかというと、
ちょっと違うのではないかなとは思う。 
◎通勤している⼈たちが多い実情では、丸⼭地
区も⼩⼭駅というのに依存している印象は無視

できない。その中で、⼩⼭駅を中⼼に考えたと
きに、円を描いてみた場合には、当然ながら泉
崎とか丸⼭は⼊るはずだが、調整区域で⻭⽌め
もあったりする。⼩⼭⻄側も、思川を境に考え
たときに、⻄と東のバランスをどう考えていく
かという課題もある。そこを組織として、⼩⼭
市としてどう考えていき、どういう体制が取れ
るかというのは⾮常に⼤切ではないか。先ほど
も公園問題を例として「地域住⺠にとって公園
とはなんぞや」という話ではないかと話した
が、それと同じことがあちこちにあるのではな
いかと思う。 
◎調和やバランスというときに、全体的な視点
から⾒て、⽥園はそのまま残していきましょ
う、都市環境を進めていきましょう、そういっ
た調和の取れたものを将来的に作っていきまし
ょうということを⼤きな狙いとしていくのかど
うなのか。 
◎近隣の⾃治体などでモデル地区のようなのは
あるか、あるいは何とか県の何とか市はこうい
うふうなことを今取り組んでいる最中ですよと
いうような参考になる事例もあるのか、その辺
りの情報も必要になると思う。 
 

--------------------------------------------------------- 
２｜⼤⾕北部：⾃治会リーダーの⽅ （々2） 
参加者：中久喜・東ニュータウン・泉ヶ丘・⽝塚・⼟塔⼀ 

より男性 5 名 

実施：2022 年 11 ⽉ 21 ⽇ 18 時〜19 時半 

場所：⼤⾕公⺠館 

--------------------------------------------------------- 

 
１：⼤⾕北部地区との関わりと現在の概況 
 
◎中久喜：⼤学時代の 4 年間は外に出ていたが
それ以外はずっと中久喜に住んでいる。中学は
北部から⼤⾕中学校に通っていた。⼤学を卒業
した後に戻って栃⽊市に通勤していた。会社を
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退職する少し前から⾃治会の役を引き受けて活
動している。 
◎東ニュータウン⾃治会：30年前に⼩⼭市の⼤
⾕北部地区に引っ越してきたが、65歳になるま
で約 20年、東京の会社へ通勤していたので、ほ
とんど地域のことがわかっていなかった。６年
前に⾃治会の役についたが、住んでいるところ
も 30年前にできた、新しい東ニュータウン⾃治
会で、ほとんど歴史がない地区になる。 
◎東京への通勤については、当初はバスのルー
トがあったので、それを使ったり⾃転⾞や⾞を
使ったり、家族の送り迎えだったりで通った。
⼩⼭駅からは新幹線通勤だった。 
◎泉ヶ丘：同じ中久喜と⾔っているが、⼩⼭⾼
専の北側が泉ヶ丘。川崎市の富⼠通で働いてい
たが⼩⼭市への転勤を希望してこちらに来た。
理由は、⽔⼾で暮らしている⺟親が⼀⼈暮らし
だったので、⾃宅から通えるところを考えたた
め。それがもう 50年近く前になる。最初は⽔ 
⼾から⼩⼭へ電⾞で通ったが、２時間かかるた
めなかなか難しく、⽔⼾にも家があるが、こち
らの泉ヶ丘にも家を建てて住むようになった。 
◎住み始めてから 30年、40 年は、⾃治会はほ
とんど関係なく過ごしていたが、泉ヶ丘⾃治会
もどんどん⼈が増えてきて、新しく⼊った⼈た
ちのほうが多くなった。昔から住んでいる⼈た
ちは⾃治会の会⻑をやらないということで、い
わゆる新しく⼊った⼈たちが引っ張るような形
になってきている。 
◎住宅団地としての形成はイオン註４ができてか
ら。イオンのところは便利。それから最近また
どんどん増えているのですが、50号線の南側が
いっぱいになってきてしまって、最近、2、3 年
前だと思うが、もっと前、5 年くらい前から
か、北側にも家が建てられるようになってきて
いる。うちが家を建てた時は、いわゆる既存宅
地というところしか買えなかったが、今は変わ
っている。そういう点で⼈がどんどん増えてい

る。40軒、50 軒ぐらいの造成地もできている。 
 
--- 
註４︓イオンモール⼩⼭  平成 9 年（1997）開業 
イオンリート投資法⼈ウェブサイト（https://www.aeon-

jreit.co.jp/ja/portfolio/detail.0027.html）より転載〜「総合スーパー
「イオン⼩⼭店」を核に約 80 の専⾨店を擁する RSC（広域商
圏型ショッピングセンター）として特徴づけられます。1997
年 4 ⽉に開業した後、2008 年 10 ⽉に専⾨店区画を増床して
おり、安定的かつ⻑期的な運営実績を持つ物件です。商圏特
性︓東北新幹線、東北本線、両⽑線及び⽔⼾線が乗り⼊れる JR
⼩⼭駅の北東約 3㎞に所在し、県道 33号線及び県道 339号に
⾯した、アクセスに優れる物件です。栃⽊県南部に所在する⼩
⼭市は、宇都宮市に次ぐ県内第 2位の約 16万⼈の⼈⼝を有し
ています。本物件の周辺には⼤型の⼯場があるほか、東側には
⼩⼭東部⼯業団地もあり、⼯場勤務者世帯も多い地域です。商
圏距離別⼈⼝は、3km圏で約 4.7万⼈、5km圏で約 13.2万
⼈を確保しています。 

 
◎⽝塚：40年前に会社の転勤で、横浜から⼩⼭
に来た。5 年前に栃⽊県のシルバー⼤学に⼊学
したが、その時に卒業した先輩が⽝塚⾃治会の
会⻑であったことから「⾃治会の役に」と声が
かかり、⾃治会の役員として活動するようにな
った。 
◎⼟塔⼀：私は先祖代々ずっと⼟塔に住んでい
る。⼟塔⼀は、昭和電⼯と富⼠通、⻄は富⼠
通、北は古河という会社のちょうど間にある。
昔は、うちの⾃治会の真ん中を昔の 50号線が通
っていた。今の新しい 50号ができる前には、こ
ちらの道が 50号線。みんな 50号線とは呼ばな
いで「結城街道」や「往還」と呼んでいた。今
は県道になっている。 
 
２：地名の由来について 
 
◎泉崎も、泉というのだから全部が沼だった。
真ん中に弁天様という社があったが、それを移
動してから埋め⽴てて富⼠通とかの敷地を造成
した。そこの弁天様のところの脇に川が流れて
いて、⾺洗場があった。川に⼊っていけるよう
になだらかな斜⾯で、⾺を洗ったり、カンピョ
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ウ（ユウガオ）を洗ったり、そういうことをや
れる場所だった。ずっと川が流れていた。川は
今は道路の下。 
◎うちは⾺ではなく、⽜だった。⽜に荷物を引
かせたり、⽥んぼを掻いたり。 
◎城東⼩学校の東側は、本来はずっと川。⽔も
泳げるぐらいきれいで、昔は。⽥んぼの⽥植え
の時に堰をとめると、ある程度の深さになるの
で泳ぐことができた。⽥植えは、今は早いけ
ど、昔は６⽉頃だったから暖かくて泳ぐことが
できた。 
◎昔は、いろいろなところに湧き⽔があったの
ではないか。 
◎湧き⽔は、⽝塚の⾦⼭神社（⽝塚公園の東
側）のところも今も湧いている。 
◎⽝塚の地名は、昔から、塚みたいな地形註５が
ポコポコあったことに由来するらしい。畑作業
に邪魔になっていたが、以前、陸橋を造るため
のスロープを造るのに、その⼟を削って使えば
ちょうどいいとトロッコで押していったそう
だ。 
--- 

註５︓⽝塚と⾔う地名の由来 
『⼤⾕郷⼟誌』（⼤⾕地区わがまちげんき発掘事業推進協議会   
平成 25 年（2013））の⽝塚集落の沿⾰（P9）より転載〜「⼤
きな塚（古墳）が先に開けた⼟地（⼩⽥林⽅⾯）から戌（い
ぬ）の⽅に⾒えたので、⽝塚と称したと推定される」 
また、⽝塚⾃治会はホームページを開設しており、その中の
「地名の由来」には、上記も含めて３つの説が紹介されてい
る。http://www.tvoyama.ne.jp/oy0273310/MATI/mati-04.htm 
 
３：この 20年、30 年の地区の変化 
 
◎60 年くらい前、⼤⾕北部の中久喜から当時は
⼤⾕中学校へ、⽚道５キロの道を⾃転⾞で通っ
ていた。当時はコマツがまだできていなくて、
広⼤な荒野。砂利が敷いてない泥の道が 2キロ
ぐらい直線であって、その荒野の中を⾃転⾞を
こいで。冬の朝は霜柱が 5段ぐらいあって、帰
りはその霜柱が解けてぐじゃぐじゃになってい

た。その 2キロの悪路を朝も帰りも苦労しなが
ら通った記憶がある。 
◎知らない⼈も忘れている⼈も多いと思うが、
今は、コマツ製作所の東側に東京鉄鋼がある
が、第１次オイルショック註６後に、東京鉄鋼か
らの周辺については油が出るのではないかと⾔
うことで掘削が始まった。油は若⼲しか出なく
て天然ガスが採れた。今は天然ガスは関東地⽅
だと千葉県の茂原が有名だが、昔は何年間かコ
マツの東側にやぐらを⽴てて天然ガスを採掘し
ていたという時代もあった。埋蔵量が少なくす
ぐに終わったが、第２次オイルショックの頃
に、その天然ガスを採った後に⽯油を備蓄しよ
うかという話も出たが、それは⽴ち消えになり
⼯業団地化が進んだようだ。 
--- 
註 6︓第１次オイルショック 昭和 48 年（1973）、第２次オ
イルショック 昭和 53 年（1978） 
経済産業省 資源エネルギー庁ウェブサイト
（https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/history4sh

ouwa2.html）より転載〜「第 1次オイルショックのきっかけ
は、昭和 48 年 10 ⽉に勃発した第 4次中東戦争でした。OPEC
が原油の供給制限と輸出価格の⼤幅な引き上げを⾏うと、国際
原油価格は 3カ⽉で約 4倍に⾼騰したのです。これにより、⽯
油消費国である先進国を中⼼に世界経済は⼤きく混乱。⽯炭か
ら⽯油へと舵を切り、エネルギーの 8割近くを輸⼊原油に頼っ
ていた⽇本も例外ではありませんでした」 
 

◎50年前に転勤で⼩⼭の富⼠通に来たときに
は、⼩⼭駅から会社まで⽥んぼ道を歩いていっ
た。たぶん 15 分か 20 分ぐらいでついたと思う
が。⻄側は、けっこう店などもあり、町があっ
たが、駅の東側は、少し⾏くともう⼀⾯が⽥ん
ぼだった。そのころ 100 万円ぐらい出すと相当
の広さの⼟地が買えた。その後、5 年とか 10年
ごとにどんどん景⾊が変わった。泉崎あたりに
天神さんというか神社みたいなものがあって、
その辺を通ってから富⼠通へ⾏ったが、そのあ
たりにいくつかあった神社も次第になくなって
しまった。 
◎⼟塔の辺りは、場所によって⽥んぼだったり
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畑だったり。城東公園の周りは全部⽥んぼ。郵
便局から城東⼩にかけて⽥んぼ。それも膝ぐら
いまでもぐる⽥んぼ。坪 1000 円だと⾔っても嫌
だと⾔って誰も買わなかった。今を考えたら、
買っておいたほうがよかったということになる
が。 
◎50 年前の 100 万と今の 100 万は全然違う。あ
のころの 100 万は、本当に家⼀軒が簡単に建て
られた⾦額だ。 
◎⽥んぼ、荒れ地、畑。⽔⼾線の周りはずっと
向こうまで⾒渡せた。 
◎⽝塚のあたりなど、⼟地が少し⾼いところも
あり、そこは家があり、低いところは全部⽥ん
ぼ。 
◎⼯場ができているところも沼地みたいなとこ
ろを買って、それで⼟埋めて造成したと聞いて
いる。1メーターぐらい掘るともう⽔が出てく
る。 
◎⼤⾕地区では、60年前にきた富⼠通が建って
から、どんどん変わっていった。 

◎⼩⼭地区に最初に⼯場ができたのが古河アル
ミで、戦時中は軍事産業で、⽇光から移転をし
てきて今の地に。⻄⼭のほうに社宅ができて、
その後の跡地を利⽤したのが東ニュータウン。 
◎富⼠通は下館にあったが、移転する際に、古
河が親だから（古河グループ）古河に聞いて
「うちの近くがいいのではないか」と⾔われて
⼩⼭に来たと聞いている。 
 
４：農業の変化〜昔のカンピョウづくりと今の
農業 
 
昔のカンピョウづくり 
◎昔、⼤⾕地区の農家は、かなり盛んにカンピ
ョウ（ユウガオ）註 7を作っていた。カンピョウ
問屋もあった。⽇本⼀の問屋だったと聞いてい
る。 
◎農家と問屋の間に仲買⼈というのがいて、実

際に農家に来て買い付けて、それから問屋に持
っていく。だからそこでマージンを取る。 
◎今から 10年前ぐらいまでは、つくる農家がい
た。今は皆無、全くいない。 
◎つくる⼈がいなくなった理由は、やはり作業
の⼿間が多くて⼤変で、農家も⾼齢化したこと
だと思う。朝早く起きて、カンピョウむきやっ
て⼲して、それから今度は硫⻩で蒸して漂⽩し
て。それから整えて出荷。⼿間がものすごくか
かる。 
◎カンピョウは、⼩屋で⽕を焚いて、⼆酸化硫
⻩で燻すと⽩くなる。それをまた⼲すために外
に運び出す。なかなか⼤変。 
◎朝は早いし。夜中から動いていて、昼間は昼
まで、⼲したカンピョウは、表⾯が粘り気があ
ってくっついてしまうから、それを１つ１つ剥
がしていく作業がある。くっついたままだと商
品にならない。 
◎⼣⽅は⼣⽅で雷が鳴ってくると⼤変だ、取り
込まないといけないとなる。だから、⼦どもの
頃は、家がカンピョウを作っているのが⼤嫌い
だった。夏の間、ずっとどこへも⾏けないか
ら。 
◎カンピョウ以外には、⻨とかを作っていた。
⽶だって今は天⽇⼲しをやらないで、みんな乾
燥機だから楽になったけど、昔はみんな庭で何
でも⼲してた。だから農家の庭は広いむしろを
敷いて、全部そこへ広げたりして、⼲して乾燥
させた。 
◎敷地の地⾯には下藁と⾔って、どこの家でも
藁を⼀⾯に敷いていた。霜が降った時に、地⾯
がべちゃべちゃになってしまうので。今思え
ば、庭⼀⾯に藁があって、よく⽕事にならなか
った。 
◎カンピョウの他には葉タバコもやっていた。
カンピョウの半分ぐらいしかやっていなかった
と思うが。 
◎乾燥⼩屋がある家は、だいたいタバコを作っ
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ていた時期もある。 
◎タバコも⽕を焚いて乾燥させる時には、夜に
寝られないので⼤変だった。 
◎⽗親が酒飲みながら寝ずにやっていた。 
--- 
註 7︓カンピョウ  
『⼩⼭市史 ⺠俗編』（1978（昭和 53）年発⾏）より、カンピ
ョウに関する記載（P110〜）を⼀部、引⽤して記載する。
1712 年に壬⽣城主によって始められたと⾔われる栃⽊県でカ
ンピョウ（ユウガオの果⾁を細⻑く切って乾燥させたもの）栽
培の主産地は「当市をはじめ、国分寺町、⽯橋町、南河内町、
上三川町、壬⽣町などである。そしてその分布は洪積層⽕⼭灰
⼟壌地域とほぼ⼀致している。これは、この作物が排⽔の良い
⼟壌を好むことと、肥料として落ち葉を必要とすることから、
落葉を⽤意に得られる平地林の多い洪積⼟壌地域に栽培されて
いるのである。当市における栽培地は、旧桑村や旧⼤⾕村を中
⼼とした洪積台地上である」「カンピョウは「夏の⽶」ともい
われ、カンピョウ農家にとっては最⼤の現⾦収⼊源になる」 
 
今の農業 
◎今、⼟塔⼀では、⽶を⽣産して出しているの
は、我が家だけだと思う。他に作っている⼈は
いるが、⾃分の家で⾷べる分だけ。 
◎中久喜では、おそらく今はやっている⼈は 5
軒ぐらい。あと 5 年ぐらいにはゼロになるので
はないか。後継者がいない。愚痴を⾔いなが
ら、⽇々頑張っている。 
◎東ニュータウンは、住宅地区として開発され
た地区で、お住まいになっているのは地元の⼈
がほんの少しで、ほとんどが横浜だ、東京だ、
群⾺だというところから来た⼈が集まってでき
た⾃治会。歴史ある神社仏閣もないし、要する
に住宅が建っているだけの地区なので、もちろ
ん、⽥んぼや畑をやっている⼈はいません。 
◎泉ヶ丘も、⽶は⾃分の家で⾷べる分だけ作っ
て、あとは⽩菜やキャベツを作ったり、他の⼈
が耕作できない畑をやってあげたりしている⼈
が⼀⼈。他に 4、5軒は⾃分のうちで⾷べる分だ
け作っている⼈がいる。⾃分のうちで⾷べる分
だけ少しつくって、あとは全部トラクターで耕
しているだけで何も植えていない。 

◎⽝塚は、私はあまり詳しくないが、農家さん
はいらっしゃるみたいだ。結城との境のところ
にけっこう⽥んぼがある。春には消防署も来
て、農業委員の⽅々が畔の野焼きのようなこと
をやっているようだ。 
 
５：集落間の繋がりや⾃治会の分け⽅など 
 
◎昔は、近隣の農家さんが⼩作農家として中久
喜の⽥んぼを耕作していた時代もあった。 
◎中久喜で⽣まれた農家の⻑男が跡を継ぐが、
その下の⼦は継げないから、泉ヶ丘やウワ
（エ）ノハラへ⾏って耕作していた。 
◎それもあるし、ニュータウンや⽝塚の⽅から
移っている⼈も結構いた。いろいろ便利だが、
便利さの割には（以前は市街化調整区域で、税
⾦など）安いから。 
◎⼟塔⼀と⼟塔⼆の⾃治会は、愛宕神社でつな
がりがある。⼟塔⼆にあった神社が、昔、移転
か何かで祀るところがなくなって、⼟塔⼀の愛
宕神社へ合祀註 8してくれということで、合祀さ
れた。だから、今、この前の秋の例⼤祭の時も
そうだが、昔から、⼟塔⼆の⾃治会⻑と公⺠館
⻑にもきてもらって、⼀緒にやっている。 
--- 
註 8︓愛宕神社への合祀 
「⼟塔⼆公⺠館報（昭和 61 年 6 ⽉ 30 ⽇発⾏）」掲載の「ふ
るさと散策 第３話 神部（じんぶ）様のこと」によると、明治
の末ごろに⼟塔⼆の地区に移り住んだ⼈たちにより建⽴された
「神部様」という神社の分社が、昭和 12 年に公⺠館の新築移
転に伴い公⺠館の東側に移転され、本⾝は愛宕神社に合祀とな
った。 

 
◎⼟塔は、⾃治会として規模が⼤きいから⼀と
⼆と半分に分けたというわけではないのだろう
か。 
◎はじめから、独⽴した⾃治会のエリアだった
のだろうか。 
◎そこのところがよく分からない。 
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◎⽔⼾線から南と北で分かれているわけでもな
く、北にも⼟塔⼆の⾃治会のエリアがある。 
◎⽝塚は⾶び地がたくさんある。区画整理が終
わったところは何丁⽬とついて、それ以外に
も、まだ字の⽝塚と⾔う場所があちこちにかな
り残っている。 
◎何故、ここは⼤⾕という名前になったかもは
っきりわからない。⼤⾕村になる時に何か由来
があったとは思うが。 
◎地区の中に⼤⾕と⾔う町名や地名がついてい
るところは無い。 
◎勝⼿に想像しているのだが、中久喜には東深
⾕という字と⻄深⾕という字がある。深い⾕と
書く。中久喜と⽝塚が⾼台になっていて、ちょ
うどその境のところが⾕になって、⼤川という
⽤⽔堀が流れている。その先の⻄仁連川のとこ
ろも、結城と中久喜との境のところがやはり低
くなって⾕になっている。結構⼤きな⾕になっ
ているので、そこから⼤⾕という名前が来てい
るのかもしれない。その⾕のようになっている
地形が横倉のほうまで続いている。 
 
６：地域コミュニティの親睦⾏事 
 
◎⼟塔⼀では、⾃治会のほかに育成会などはあ
るが、昔は、育成会の親は婦⼈会、もっと若け
れば若妻会などがあった。年に 1 回かな、観⾳
講か観⾳様のときにみんなで集まってお茶飲ん
だりして、コミュニケーションを図っていた。
男性の寄り合いはまだあるものもあるが、⼥性
は、そういう集まりが随分なくなってしまった
と思う。 
◎⽼⼈会でも会⻑になる⼈がいなくなって解散
になったことがあり、そうなるとやはり楽しみ
が減ったと⾔うことで、誰かが発起して寿楽会
というのを作ってやっている。年寄りとか若い
⼈とか、そういう交流の機会が今は本当に少な
くなってきた。 

◎⼤⾕北部として⾃治会同⼠の中でまとまって
活動しているのは、消防の第 5 分団ぐらいでは
ないか。昔は⾃治会ごとに消防団があったが、
今は北部地区は第 5 分団ということで合同でや
っている。 
◎⾃治会で運動会を開催して、お互いに招待し
あって⾏き来をしていたが、コロナでできなく
なっていた。⾃治会連合で集まって競い合った
り、その前は、⼩⼭市全部が集まって運動会を
やっていた時期もある。地区対抗だから盛り上
がった。各⾃治会で選抜して選⼿を出してい
た。 
◎泉ヶ丘は、昔は 100 軒ぐらいしかいなかった
から、運動会というと毎回同じ⼈が⾛らなけれ
ばならないので負担になって、結局 10年前ぐら
いに参加を取りやめていた。そしてバスハイク
など代わりの⾏事をやっていた。ところが最近
300 軒ぐらいになってくると⼩学⽣も多いし親
も若いので運動会にも参加できる感じになって
きていたところにコロナで中⽌になっている。 
◎⼟塔⼀も、城東⼩学校の校庭を借りて運動会
をやっていたが、来賓も呼んだりしてやるよう
な⼤々的なものはコロナでできなくなって、代
わりに、⾃治会の会館の前の庭がけっこう広い
ので、そこを利⽤してお楽しみ会的にやろうと
⾔うことになった。⾛るコースも５コースくら
い取れて、どんぐりの⼤⽊があるので、そこを
回ってくるようにしたら 100 メートルのコース
になるぞ、と。申し込み制にしていたが、申し
込みしてない⼈も当⽇に集まってきた。出れば
必ずもらえる賞品も⽤意していたので、集まっ
た⼈みんなが出たら賞品が⾜りなくなるので申
し訳ないが制限して開催した。 
◎⽝塚は 13 区あって世帯数で 2500 ぐらい。⼤
⾕北⼩のグランドを借りて、毎年、皆さん楽し
みに⼀⼤⾏事としてやっている。コロナになっ
てから、⼩学校の運動会も分散してこじんまり
やっているのに⾃治会が⼤きくやるわけにいか
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ないし、特に学校から⼦どもたちの感染防⽌の
ために、⼦どもたちも参加する場合は、学校が
やっているような体制でやってほしいと希望を
⾔われて、それではなかなか難しいので今年も
中⽌にした。 
 
◎コロナの感染が広がる前は、5 ⽉の最後の⽇
曜⽇に、城東地区の泉崎と⼟塔⼀、⼟塔⼆の⾃
治会で城東フェスティバルという催しをやって
いた。我々、中久喜からはお祝いを持って特別
参加の形で応援に⾏っていた。今年は 11 ⽉ 6⽇
に「お囃⼦ステージ城東」（詳細既出P39）と
いう名前に変わって、⼤⾕地区だけではなく参
加してくれるところを呼んでお囃⼦の発表会を
やっていた。お囃⼦ならそれほど密にならない
ということで。 
◎昔はステージ城東と⾔って、泉崎、⼟塔⼀と
⼟塔⼆が主催で始めた催し。24 年前に、城東公
園にステージができたことがきっかけ。カラオ
ケ⼤会やお囃⼦や、それから三中のブラスバン
ドを呼んだりしていた。主催側の役員が⾼齢化
で開催も厳しくなってきて、去年（2021 年）に
解散ということにした。それを⼩⼭東商⼯会議
所が引き継いでくれた。時期はまた次は５⽉に
戻したいと⾔っていた。 
◎北部地区は伝統的に結構まとまって、いろい
ろやっています。 
◎泉ヶ丘は、11 ⽉ 6⽇に公⺠館祭りを開催。コ
ロナで飲み⾷いはできないから、展⽰会という
形で。⼦どもたちの展⽰、絵画など⼤⼈の展
⽰。農作物の直売や、⿂屋さんに出店してもら
ったり、地区に朝鮮学校があるので、そこの⼈
たちにキムチを作って持ってきてもらったり。
なかなかの⼤盛況だった。来年は、多分、飲⾷
も⼤丈夫になるのではないか。うちはアユの塩
焼きもやっている。釣った⼈たちから 100 円で
仕⼊れて 200 円で販売。だいたい 100 匹は焼い
ている。 

◎⼤⾕北部では、9年前までは敬⽼事業を 9⽉
に合同でやっていた。敬⽼事業の対象者が増え
てきたので、8年前から 2班に分かれる形にな
って。泉崎、⼟塔⼀、⼟塔⼆グループと、⽝
塚、⽵親会、丸⼭、中久喜、泉ヶ丘、ニュータ
ウンというグループに分かれて、また増えたの
でさらに細かく分けて。会場にするグランドホ
テルの部屋に⼊らなくなってしまったので。 
◎内容は、各⾃治会からステージに踊りやお囃
⼦を出してもらって、そういう演芸の発表の場
のような感じで楽しんでもらっている。 
 
◎お祭りは、⼦どもや若い⼈が集まるようなも
のをやらないと、今からは駄⽬だと思う。⼟塔
⼀では、フリスビーのストライクアウトとか、
⼦どもたちが喜んで楽しんでくれるものを⼯夫
している。公⺠館の前の広い庭で。あとはキッ
ズダンスとか、よさこいとか、そういうものも
考えた⽅が良い。年寄りばかりでは活気がない
し、昔からのお祭りも⼤事だが、新しいものも
取り⼊れていかないと。今は盆踊りなんて⾔っ
ても誰も踊っている⼈がいない。 
◎⽝塚は、⽼⼈会や育成会にも声をかけて、春
は⽝塚公園で桜祭りと称してやっている。舞台
を作って第三中学校の⼈たちとか北⼩の⼦ども
たちも集めて踊りとか・・・。あとはシルバー
の⼈たちはグラウンドゴルフを⼀緒にやりませ
んかと声かけして。広いからいろいろなことが
できる。育成会の⼈たちは焼きそばなどを作っ
たりしている。夏は、⾦⼭神社の境内で提灯を
つけて盆踊り両⽅ともコロナで 2 年間中⽌して
きたが、来年は復活できるかどうか。 
◎⽝塚はどんどん⼈⼝が増えてきた。アパート
が建ったりして若い⼈も増えている。⽝塚のち
ょうど真ん中にある⾦⼭神社は歴史も古くて、
例⼤祭など祭事も多いが、若い⼈たちがいっぱ
い⼊ってきた関係で、誰もよく分かっていな
い。それで今年から、まず役員から学ぼうと、
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役員研修として⾦⼭神社の縁起を学ぼうと、今
年の 12 ⽉の役員研修会は詳しい⼈に講演をお願
いしている。⽝塚は広報を出しているので、そ
この中にも由来を毎回少しずつ書いて⾃治会の
中にいる⼈たちも知ってもらおうと、そういう
取組みを進めている。 
 
７：⽥園環境と都市環境の調和について〜農業
の現状、⼟地改良区、区画整理 
 
◎農業の現状に関しては、⼩⼭市の市⻑が理事
⻑となる⽝塚中久喜⼟地改良区というのがあ
る。これが⾼齢化してしまっている。先ほど、5
年後には中久喜地区の耕作者がいなくなるとい
う話をしたが、去年から農業法⼈が⼊り、最初
は蕎⻨を作ろうという発想で始まったが、蕎⻨
ができるような⼟地ではないためギブアップし
た。有機⽶を作ることに⽅向転換したが、農道
は狭いは、⼟地のあぜとあぜの間の⾯積が狭
い、⼤型の機械が⼊りづらい、⾮常にやりづら
いということ。農道なども整備されている豊⽥
地区や⽣井地区とは、状況が全然違っている。 
⽥園環境都市⼩⼭の将来 30年後を⾒通したとき
に、30年なんかたたないで、もう 5 年後、10
年後には、⽝塚中久喜地区の相当なエリアが草
ぼうぼうの荒れ地になってしまうことが容易に
想像できるような状況だと考える。 
今の環境、今の状況を維持することすらも⼤
変。さらに今の状況を改善していくことになる
と、さらに⼤変なことになる。今のままだと、
本当に取り返しのつかないような状況になって
しまう。過去がどうだのこうだのと⾔ってみて
も、やはり将来、それなりに夢と希望を抱いて
移り住んできた⼈たちもたくさんいらっしゃ
る。そういう⼈たちが将来、「こんなところに
来たわけじゃないんだけど」とがっかりしてし
まうことに⼤いになり得る地域でもある。この
ような状況は市にも伝えているのだが、本当に

重要な課題だ。 
 
◎先ほども話が出たが、⽝塚⼟塔地区の区画整
理事業が始まるが、⽝塚の産業道路から、33号
線から⻄側のほうは、ほとんどもうやる余地が
ないように思う。 
◎買い上げる部分で都市化が進んで、いじりよ
うがない状況になりつつあると思う。 
◎愛宕神社の北側、⼟塔 4丁⽬地区は、地元の
反対もあって、区画整理から取り残されたとこ
ろもある。そうしたら市のほうでここは準⼯業
地帯だから区画整理はやらないならやらなくて
も構わないということになった。だから、愛宕
神社のところまでは区画整理ができていて、北
側は昔のまま。道路も狭いところがあったり広
いところがあったり、そういう場所。 
◎愛宕神社から北側あたりは、昔、古河アルミ
という⼯場があり、鉱さい註 9を埋めたりしてい
るので、その弊害もある。無償で⼟地を提供し
ているところもあるが、⼩⼭市の東出張所もそ
ういうエリア。そういう問題も抱えているが、
⼟壌改良をすればいい話なのだが、⻑年、何も
やらずにそのままになっている。やる気の問題
ではないか。先ほどの農業法⼈のことについて
も、法⼈の皆さんがやる気になっているのだか
ら、私たちも応援している。しかし、応援した
ってどうにかなるような話でもない。 
◎30 年後を考える前に、これ以上悪くならない
ような対策を早急に打っていく必要がある。 
--- 
註 9︓鉱さい〜鉱滓。⾦属を溶融し精錬する時に出る⾮⾦属性
のかす。（ウェブ辞書コトバンクより） 
「古河電⼯グループサスティナビリティレポート 2014・ウェ
ブ版」P62 より転載〜「⼩⼭地区(旧古河マグネシウム⼯場跡
地)に保管している鉱さいの適正処分と、底地の⼟壌汚染に対す
る⼟壌改良⼯ 事を実施してきましたが、敷地の⼀部は終了し
ました」（下線は⾵景社による） 
https://furukawaelectric.disclosure.site/pdf/library/140/ja/2014_06.pdf 

2014 年以降のレポートには⼩⼭地区（旧古河マグネシウム⼯
場跡地）に関する報告はない。 
https://furukawaelectric.disclosure.site/ja/themes/175 
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◎現状に関していえば、中久喜にも道は狭くて
本当に⾞が 1台通れるぐらいの幅しかないとこ
ろもある。 
◎横倉もそうだし、他にも。開発の進みが早く
て、開発したところだけが広くなっている。広
くなっていたり狭くなっていたり。 
◎今から 15 年、20 年ぐらい前は、⽝塚中久喜
地区も緑が豊かで良かった。 
◎今は緑豊かでも、もう荒れている⽅の緑。 
◎確かに今、区画整理やってきれいになった、
うわべはきれいになったが緑はなくなった。林
がなくなった。区画整理や宅地開発で隅のほう
に公園を作ったから、そこでちょこちょことあ
るぐらい。それは結局、どっちを取ったかとい
うことになるのだろうが。 
 
◎⼟塔⼀は２つの問題がある。⼀つは、神社の
古い枯れた⽊や、枯れた枝などの処分。もう⼀
つは、古墳が⼤⾬で崩れていくこと。古墳の上
にはアタゴ神社が祀ってある。その古墳が⼤⾬
が降ると⽔で削られていっている。まだ、建物
本体のところまでは（侵⾷が）きていないが、
周りのコンクリート、⽝⾛りというか、その下
はもう⼟がない状態のところもある。⾃治会で
みんなに出てもらってなんとか修復しようかと
いったら、県の指定⽂化財の古墳だから、触っ
てはいけないと⾔われる。議員さんにも相談し
ているが。これも、現状、どうにかしないとい
けない早急の問題。 
◎神社の枯れた⽊は、伐採したものもそのまま
だと、⽕事が怖い。⽕をつけられると全体が燃
えてしまう。実際にそういう騒ぎが何回かあっ
た。枯れた枝などで⼤きくないものは、⼩⼭市
の⼀⻫清掃ごみの袋をもらって、そこへ詰めて
収集場所へみんな持っていって処分はしている
が、⼤きな枝などはそれもできないので、置い
たままで⼭になっている。そこで燃やせれば良
いのだろうが、それもできないので困ってい

る。 
◎⽝塚でも課題はあって、ハードに関してはな
かなかすぐ動ける話ではないので、陳情はして
いるが、⾃治会としては、ソフト的註 10な⾯に⼒
を⼊れている。新しい⼈がたくさん来ています
から、⽝塚の⾵⼟とか⽂化のこと、昔からの由
来のことなど、その辺を⾃治会としても広げて
皆さんに知ってもらい、住⺠間のつながりを持
ってもらうようにしていきたい。そうでない
と、新しい⼈たちは、ただ⽝塚に住んでいるだ
けで、東京に仕事に⾏って帰ってきてという感
じで、祭りをやりますよと⾔っても、「それは
⾃分たちとは関係ないこと」という意識になっ
てきているから、やはり少しずつでも変えてい
きたいと思い、「この地区にはこういうのがあ
るんですよ」という話をもっとPRしていこ
う、そういう活動に⼒を⼊れようとしていると
ころ。 
--- 
註 10︓参考 ⽝塚⾃治会ホームページ 

http://www.tvoyama.ne.jp/oy0273310/INDEX.HTM 
⽝塚⾃治会公⺠館が運営するサイト
http://oyamainuzuka.com 
⼩⼭地区⾵⼟性調査報告書 P61グループインタビューより転載
〜駅東エリアの⽅の話「もう少し⾃治会というか地域に⾒える
ような活動をしていこうとやっているのです。⾃治会もホーム
ページを今⽴ち上げようと思ってやっている。今の若い⼈は回
覧だけ⾒せては分からない。回覧も QR コードで⾒られるよう
にするなど⼯夫をしているところで、⼤⾕地区の⽝塚では既に
⾃治会のホームページを⽴ち上げているので、話を聞きに⾏っ
て、いろいろ動き始めている」 

 
◎⼟塔⼀も神社ばかりかと思ったら、神社に不
動明王が祀ってある。不動明王はお寺じゃない
か、なぜあるのかという話になって。神社には
持っていけないから、公⺠館の社務所のところ
へ置いて。もともとは神社と仏は⼀緒だった、
その名残かなと思っている。 
◎愛宕神社の⼊り⼝東辺りに寺があったよう
だ。 
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◎東出張所の南あたり、あそこは地名が寺⼭と
いう。だから昔はお寺があったのだろう。 
◎お寺さんがつぶれたときに神社で引き取った
のだろう。善光寺なども神仏⼀体だ。 
◎中久喜でも会⻑さんたちが地域を案内する
「中久喜ぶらり旅」というのがあって中久喜城
跡を中⼼に３時間くらい歩いて案内してもらっ
た。地域のことを知って、伝えていくのは⼤切
だ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3-1-2 ⼤⾕中部地区  

------------------------------------------------ 
1｜⼤⾕中部：⾃治会リーダーの⽅々 
参加者：横倉・横倉新⽥・⾬ケ⾕⼀・⽥間より男性４名 

実施：2022 年 11 ⽉ 14 ⽇ 18 時〜19 時半 

場所：⼤⾕公⺠館 

--------------------------------------------------------- 
 
１：⼤⾕中部地区との関わりと現在の概況 
 
◎住んでいるところは横倉で、この台地の⼀番
東の端。⻤怒川低地があって、思川低地があ
る。その間の本当の台地の縁のところに住んで
いる。うちは分家で、分かれてからちょうど
100 年⽬。⾃分で 4代⽬になる。 
◎⾬ケ⾕に⽣まれてずっと住んでいる。もとも
とは農家 60軒くらい。それ以外が、後から移っ
てきた⽅達になるのかな。世帯数が 2000 を超え
て⼤きな⾃治会になった。農家の意⾒はある程
度まとまっても、いろんな意⾒が増えてきたの
で、まとめるのはなかなか難しい。親睦を深め
るために、⾃治会としては 8⽉に実⾏委員会を
設けて納涼祭を実施している。ここ 3 年はコロ
ナの状況を踏まえてメインとしては花⽕⼤会
に。それから 10⽉ 30 ⽇に⾬ケ⾕の公⺠館が新
築になったので、そこをスタートに⾬ケ⾕の公
⺠館ふれあい祭りを実施するようになった。2
年間は実施していなかったが、今年は状況を確
認して感染に注意しながら公⺠館祭りを実施で
きた。 
◎横倉新⽥は、地理的には細⻑い⾃治会で、加
⼊世帯は約 1800 くらい。本家が江⼾時代に富⼭
から来たという話は聞いている 。同姓の家はみ
んな親戚になる。横倉新⽥には住宅地の中に⾳
弥神社があり、親戚（故⼈）がそのいきさつを
書いた本を出している。 
畑の端っこのほうに祠として作ったもので、そ
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れは茨城のほうから持ってきたと聞いている。
それを⼤きくして、現在の⾳弥神社にしてあ
る。安産の神様ということで、⼦どものお参り
によく来ていた。⼦どもたちに⾚飯を分けてく
れた記憶がある。 
◎茨城との県境に、南に流れる江川があり、そ
の江川に沿って⽥間⾃治会がある。⽥間には、
⾎⽅神社註 11があり、そこで、⼩⼭市の無形⽂化
財のお神楽をやっている。ここ 2 年ぐらいはで
きなかったが、⼥の⼦の稚児舞もある。 
いろいろな踊りをほかから習って習得して、そ
れで代々、次の⼈につないできたという何代に
もわたって継続されていると資料には書かれて
いる。 
--- 
註 11︓⾎⽅（ちかた）神社 

インタビューに参加された⽅から、昭和 47 年（1972）に⾎⽅

神社が発⾏した冊⼦『⾎⽅神社と太々神楽』をお借りした。そ

れによると、⼤正２年に書き残された由緒沿⾰（その主⽂は明

治初年の本社再建の際の趣意書に書き残されているによると、

当神社の創⽴の年は天徳 4 年（960）で、最古の記録は、江⼾

時代宝暦年間（1760）の下野神名帳であり、そこには「知賀多

（ちかた）⼤明神、⻄⽥間、称揚寺」と記載されているとのこ

とで、当冊⼦にも「この頃はすでに⽥間地区の守護神であった

のである」と記述されている。 

 

２：農業の変化〜〜稲作と畑作、開墾、昔のカ 
ンピョウづくりと今の農業 
 
稲作と畑作 
◎この辺りは、昔から畑のほうが多い。 
◎昔の価値観から⾔えば、お⽶の取れるところ
が⼀等地。お⽶は貨幣価値を持っているから。
この辺は台地で、ほとんどが雑⽊林。昔から稲
作がほとんどできない、⼆等地、三等地という
評価。⼤⾕は、台地を東⻄に輪切りにすると、
北から南まで、どこを切ってもカマボコをいく
るか並べたみたいになる。その中で、低いとこ

ろに、東に⻄仁蓮川、真ん中に⼤川が流れる。
昔は、お嫁に⾏くなら「⼤⾕は、⾷っていけな
いから駄⽬だ」と⾔われたような⼟地。 
◎この辺に⼈が多く住むようになったのは、戦
争が終わってから。 
◎昔は⽶が取れないから、陸稲（おかぼ）にし
た。無理やりお⽶が作りたくて、畑だったとこ
ろに周りを全部囲って⾼くして、そこに⽔をく
み上げて⽥んぼにした。 
◎戦後の⾷糧増産という時期に、お⽶をどうや
ったら作れるかということで。今度は⽶が余っ
てきちゃったら、それはもうやらないでくれと
転換された。⾃分たちが⽣まれる前後あたり
は、お⽶が欲しい、なんとしてもお⽶を作りた
いという気持ちが強かった。 
◎陸稲も、うまくはいっていない。⾦かかって
安い⽶作っているようなものだった。 
◎陸稲の⽔は、深く井⼾を掘って組み上げて、
何本かに分けていた。 
 
開墾について 
◎戦前、農家の次男坊、三男坊は外国に派兵さ
れていた。戦後、戻ってきて、今度は国策で開
墾という形で⼟地を分け与えられた。ここを⼀
つの例に取れば、中島製作所が持っていた⼤き
な⼟地も、開墾の対象になった。栃⽊では、那
須の開拓も有名だが、ここでもあった。⽇本各
地から開拓に来ていた。さっき、富⼭から先祖
が移り住んだという話があったが、向こうは⼀
向⼀揆があって信⻑あたりのときにつぶされ
て、それでこっちへ移ってきた家もあった。だ
から、ここに⻑く住んでいる家も、いろんなと
ころから来ている。 
◎九州⼤学の教授で、この⼤⾕地区の歴史をひ
もといた論⽂を出している⼈がいる。 
 
昔の農業〜カンピョウづくり 
◎こちらは畑作なので農家の敷地⾃体は昔から
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広い。 ʻ90 年ごろまでユウガオ（カンピョウ）
を作っていて、庭先に⼲す場所が必要なので、
敷地が広かった。豊⽥地区などの⽔⽥地帯は、
家の脇まで⽔⽥にしているようで、敷地は、こ
ちらほど広くはなさそうだ。 
◎⼦どもたちもカンピョウを⼲して、乾燥させ
て、という作業など⼿伝っていた。 
◎それも⾃分たちの親の代まで。親が亡くなっ
てから辞めた家が多い。 
◎乾燥させるための⼩屋があった。そこで、漂
⽩して乾燥させるのに硫⻩（⼆酸化硫⻩）を焚
いた。かなり⼿間がかかる。 
◎⼿間がかかるし、カンピョウの値段はかなり
⾼かった。 
◎乾燥は、うちは基本的に天⽇⼲しでやってい
た。その後ちょっとあぶってからビニルハウス
で扇⾵機で乾かす。夏場なので、ずっと外では
にわか⾬が⼼配。⾬が降ってきたら中に⼊れ
て、⾬が上がったらまた出す。その作業⾃体が
⼤変だから、ビニルハウスで。 
◎もっと前は、ビニルハウスそのものがなかっ
たから、みんな否応なしに天⽇に⼲して、⾬が
降りそうだというとみんな家じゅう総出で⾬に
当たらないところにしまわなければならない。
それが⼤変だった。 
◎軒下へぱっと取り込んだり、家族みんなで⼤
騒ぎでやっていた。 
◎しまえるような納屋や下屋もあったかもしれ
ない。 
◎カンピョウも、ある程度乾いている状態だっ
たらいいが、⼲して間もないとまだ乾いていな
くて⽔分を相当含んでいるので重い。 
◎繁忙期は、夏。朝、3 時に起きて仕事しても 3
時では遅いなんて⾔われる。 
◎裸電球みたいな照明をつけて 2 時ぐらいから
やっていた。 
◎次第に、安いカンピョウが輸⼊されたりし
て、作る⼈も減った。採算が合わないから。 

◎今は壬⽣や⽯橋では作っている⼈もいる。 
◎台地だから畑くらいしかできないところ。ユ
ウガオ作らなくなって、今は他に、野菜はいろ
いろ。⽩菜、レタス、ブロッコリーとか。 
 
今の農業 

◎農家も減ってきていて、みんなだんだんやら
なくなってきている。 
◎直売所に出している⼈もいるにはいるが。 
◎農家でやっている⼈は、うちのほうには 3 ⼈
ぐらいしかいない。 
◎専業はほとんどいないのではないか。 
◎農家の⼈の数、⼾数で⾔うと本当に数えるほ
どしかいない。1000 ⼾の⼾数に対して 50とか
60。⽐率からいったら 10分の 1、20 分の１く
らい。 
◎私らのおじいちゃん、おばあちゃんが畑をや
っていて、⼦どもはみんな勤めている。おじい
ちゃん、おばあちゃんが亡くなると、みんな農
家は廃業。農家を廃業して、不動産屋へ⼟地を
売ってしまう。横倉新⽥でも、そういうところ
が何軒かある。 
◎市街化という線引きがあって、市街化地域の
中に⼊ると、そこで農家をやっていると税⾦が
⾼い。 
◎税⾦が⾼いから割に合わない。 
◎今、お⽶が安くて、1俵が 1 万ぐらいで、8
俵採って 8万。それで税⾦が 8万。 
◎1反歩で作っても税⾦払えない。 
◎それでもうやっていられなくなる。知⼈で
も、⼤きくやっていた⼈が売り上げよりも税⾦
のほうが⾼いからやっていられないと⾔う。野
菜を作るとか、果樹を作るというと、今度はも
のすごく初期投資が⼤きくなってしまう。ハウ
スを 1棟造ったって 2000 万、3000 万。市街化
の区域の中にそれを作ろうというと、助成⾦は
ゼロ。農振地域に作れば市の補助は出る。市街
化区域の中に⼤きなハウスを作りましょうとい
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うと、助成⾦ゼロ。泣きながらやっている⼈が
いる。 
◎だから今、農家を継ぐ⼈がいない。全部税⾦
で持っていかれちゃう。 
◎同じようなことは⾬ケ⾕地区でもあると思
う。 
◎農業をするための条件がかなり悪い。例えば
⽥間の場合は、市街化地域には⼊っていない
が、近くに勤める場所がいっぱいあるから、み
んなそっちへ⾏って働くから、家の農作業はあ
まりやらない⼈も多い。 

 

３：地区の神社と歴史 
 
◎⾬ケ⾕に星宮神社があり、そこでは今⽉（11
⽉）の 24 ⽇、例⼤祭を予定している。星の宮神
社註 12では、夏まつり、11 ⽉に例⼤祭、2 ⽉に
⼩祭（しょうさい）をやっている。 
◎横倉新⽥には、お囃⼦の会がある。横倉に
も。⾬ケ⾕にもあったが、なくなってしまっ
た。 
◎⾬ケ⾕は、そう⾔うお囃⼦の活動がないこと
もあって、公⺠館で新しい祭りを企画して、納
涼祭をやっている。 
◎横倉には稲荷神社註 13があって、これは平安時
代にできたようだ。昭和 7年ごろ調べた記録が
ある。これを作った⼈はそのころの⼤⾕村北
⼩、東⼩、南⼩の先⽣が集まって調べて作った
資料。その資料で江⼾時代の幕末に⼤⾕がどう
だったかを⾒ると、旗本が細かく分けて治めて
いた註 14。泉崎から南和泉まで 16に分かれてい
て、⽯⾼と誰が納めていたかの記録もまとめて
ある。横倉なんてあんな⼩さいところが４つに
分かれて、それぞれ４⼈の旗本が治めていた。 
◎資料には⽯⾼とあるが、⽶は、湧き⽔のある
ところで⼩さく作っていたのだろう。台地の縁
には湧⽔がある。 
◎美⽥とか豊⽥とかは⼤きな低湿地で広く稲作

ができる。ここはもう⽔の湧きだすところにつ
くるしかない。⼤昔の⽥んぼの原型は棚⽥。湧
き⽔を利⽤して⼟地を使っていた。益⼦とか茂
⽊、あの辺は棚⽥が多い。あれが⽥んぼの原型
だ。 
◎そういう⼤事な資料は次にまたつなげなくて
はならない。 
◎こういった資料も、地域の誰かがまとめて残
していくための資料として作っておくわけだ
が、読んでいると、記録がすごいこと、⼤切な
ことがわかる。 
--- 
註 12︓星の宮神社 
インタビューに参加された⽅から頂いた資料によると、平安時
代の創⽴とされ、祭神は磐裂神（いわさくのかみ）。 
 
註 13︓稲荷神社 
『⼤⾕村郷⼟誌』P３「（３）平安時代」に以下の記載があ
る。「本村の村社には稲荷神社を祀るものが⼆社ある。東野⽥
の野⽥神社、横倉の稲荷神社がそれで、尚村社の攝社としては
多くの稲荷神社が祀られてゐるばかりでなく、屋敷内に稲荷様
を祀る家が多い。これは眞⾔信仰に基因するもので、秩序ある
部落を形成したのはおそらく此の時代であらう。本村の古社は
多く此の時代に創⽴されたものと思ふ」 
 
註 14:江⼾時代末期の各字の領主について 
同誌 P5「（８）徳川時代」によると、泉崎、⼟塔、⽝塚、中久
喜、横倉（４つに分割）、⾬ケ⾕（2つに分割）、⽥間、塚崎
は、徳川の直轄領として、それぞれが旗本の知⾏所（将軍が家
⾂に禄として与えた）であった。武井、東野⽥、南和泉は、壬
⽣藩が治めていた。また「仝新⽥」という字名が代官領として
記載されている。 
 
 
４：横倉の遺跡 
 
◎⼤昔から、⼈が住む条件としては、⽔場に近
いところで、住むためには⾼台が必要。⽔に浸
かってしまわないように。⼤⾕は台地だから、
その台地の縁に沿って⼤昔から⼈が住んでいた
跡は多い。 

◎発掘するとかなり出る。 
◎横倉は、遺跡や古墳註 15があったりするが、た
だ、⽶の増産だなんだやっているときには、い
ちいち遺跡が出てきたら困ってしまうので⾒つ
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けてもまた埋めてしまうのが多かった。 
◎国道 4号線を造るときも、4号線と結城に⾏
く道がぶつかるところを、道路を造るための調
査で発掘したら、どんどん出てきた。そこだけ
で古墳は七つぐらいある。 
◎ここにありますと、標識が⽴っているだけで
特に何もしていない。その中の⼀つが今度の道
路を造る時の調査で⾒つかって。しょうがなく
て掘ったら、⼆重にも三重にも 1000 年以上、
2000 年以上前の遺跡が出てきて。その上に今度
は何百年か後の遺跡が重なって出てきた。 
◎古墳は前⽅後円墳。そのほかに円墳と⽅墳と
いろいろ⾒つかっている。 
◎家の敷地が古墳になっているところもある。 
◎だから本当に台地の縁の部分に、昔から⼈が
住んでいた。⾼台の本当に⾼いところになる
と、今度は井⼾を掘っても⽔が出てこないか
ら。思川の⻄側だったら、⾃噴の井⼾もたくさ
んあったみたい。掘ったにしても、2、3メート
ル掘れば出てくるが、この辺りは、10メーター
以上掘らないと出てこない。 
◎今の新しい技術だったら井⼾は 50メーターで
も 100 メーターでも掘れるだろうけれど、昔の
⼈が⼿掘りで 10メーターなんて掘ったら命がけ
だ。 
◎この辺で畑で何か耕していると、壺とか何か
昔のかけらがたくさん出てくるが、いちいち探
しているのも⾯倒くさいからトラクターでうな
っちゃう。 
◎ときどき若い⼦がかけらを探しているが。 
◎この辺では、今はやらなくなったけど、昔は
ゴボウなどを掘るのにトレンチャーかけると出
てきちゃうこともあった。 
--- 

註 15: 同地区には「横倉遺跡」と「横倉⼾館遺跡」がある。 
横倉遺跡〜『栃⽊県埋蔵⽂化財調査報告書第 182 集  横倉遺跡  
⼀般国道４号（新４号国道）改築に伴う埋蔵⽂化財発掘調査』
（1995.9 栃⽊県教育委員会 （財）栃⽊県⽂化振興事業団）に
は次の記載がある。「⼩⼭市域の新４号国道関連の発掘は、昭

和 55 年度から着⼿し（略）横倉遺跡は⼩⼭市南部に所在し、
昭和 63 年度から平成元年度にかけて試掘調査を⾏い、平成２
年度に本調査を実施しました。その結果、旧⽯器時代から近世
に⾄るまでの遺物が出⼟して（略）本遺跡の中⼼となる時期は
中世であり（略）中世⼩⼭の集落の様⼦を探るための⼀資料
に」 
横倉⼾館遺跡〜『栃⽊県埋蔵⽂化財調査報告書第 190 集  横倉
⼾館遺跡  ⼀般国道４号（新４号国道）改築に伴う埋蔵⽂化財
発掘調査』（1997.3 栃⽊県教育委員会 （財）栃⽊県⽂化振興
事業団）には次の記載がある。「平成２年度に発掘調査を実施
し（略）旧⽯器時代から江⼾時代にかけての各種の遺構・遺物
が発⾒されております。特に縄⽂時代後期のものと思われる埋
甕は、当時の⼈々の埋葬⽅法を窺い知るものとして、⼩⼭市域
の歴史にあらたな資料を加えることになる（略）」 

 
５：⼤切に守っていきたいもの〜祭りやお囃
⼦、公⺠館祭り 
 
◎⾎⽅神社のお神楽はずっと継承していきた
い。今の神楽師さんは地元の⽅で、継承できて
いるが、次の世代がなかなか⾒つからないとい
う難しさもある。今、60代以上が中⼼。それで
もやはりなんとか次の世代に教えて、覚えても
らって継承していきたい。 
◎稚児舞は、昔から⽥間で⽣まれた⼥の⼦がや
ってきたが、⼦どもも少なくなってきているの
で、近隣の、例えば⾬ケ⾕とかの⼦供にもお願
いして踊りを練習してもらっている。4 ⽉第 2
⼟曜⽇曜が本番。2022 年はコロナの関係で稚児
舞はできなかったが普通の神楽の舞はやった。 
◎横倉新⽥のお囃⼦は、⼦どもたちも⼀緒にや
っている。もう 40年以上は続いているのではな
いか。夏祭りに神輿を出して、盆踊りでは踊り
の⾳頭とりに⽇光和楽のお囃⼦を。⼩学校のグ
ランドを借りて櫓を⽴ててやっている。コロナ
禍では中⽌だったが、練習は継続している。例
年、5 ⽉の連休後から練習を始める。昨年は、
11 ⽉ 6⽇だったかな。駅東の城東公園で商⼯会
議所主催のお囃⼦のイベント（既出：P39）が
あり、それにも出てくれというので演奏してき
た。駅の東、４号線の東の地区のお話会に声が
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かかって集まった。 
◎お囃⼦は、横倉新⽥から旭町（⼩⼭地区）
に、この 10年近く教えに⾏っている。⾃治会で
⾔えば、旭南⾃治会になるのかな。 
◎横倉は、間々⽥の寒沢から教わっている。40
年ぐらい前か。 
◎⾬ケ⾕は、公⺠館祭りをやっている。元々の
公⺠館が、新しい道路がかかるので移転しなけ
ればいけなくなり、新築しようと。それまでよ
り広い公⺠館を作っていただけたので、これを
機に公⺠館祭りをしようということになった。
公⺠館でやっている講座で作った作品の展⽰
や、公⺠館を利⽤して舞踊などをやっている⼈
たちの発表の場として。 
◎多世代が参加する機会に。⼦どもさんを呼べ
ば、⽗兄さんが来ると考えるので。今年（2022
年）はバルーンアーティストを呼んで⾵船で作
品を作って。そうすると当然、それを事前にPR
していれば、お⼦さんが⾒えますので、お⼦さ
んが⾒えれば家族も来る。⼦どもさん優先の催
し物を考えたりしている。 
◎横倉では、同じ名前の公⺠館祭りで、⼦ども
もそうだが地域に住んでいる⼈の交流があると
いいね、ということで、10年くらい前に始まっ
た。模擬店のようなものをやってみたり、⼿打
ちの蕎⻨を作るとか。蕎⻨の種をまいて作って
そこから全部⼿作りで。これがなかなか⼤変。
⼩⾖も⾃分のところで作った⼩⾖を使ってあん
ころもちを作ってみたり。数はあまり多くない
が農産物の直売みたいなことも。 
◎⾬ケ⾕でも、販売は何にしても、その量がど
のくらい捌けるかが分からない。依頼されたほ
うもこれぐらいかなと準備して余るのも困って
しまう。そうすると、前年の実績がある程度把
握できていれば、このくらいは⼤丈夫かなとい
う形で⾏ける。今年、野菜は完売だった。 
◎⾬ケ⾕でも、そばを⾃治会の⽅が⼿打ちで打
って⾷べてもらっていたが、前⽇から準備が⼊

って当⽇はもう注⽂を受けてから茹でて、とて
も⼤変。⾃治会の役員が焼きそばを焼いたりし
ているので⽬配りができない。だからやはり今
年はコロナの関係もあって、キッチンカーに全
部お願いした。そうすれば⾃治会の役員はある
程度⽬配りができるので。キッチンカーの⽅々
にも呼んでくれてありがとうと⾔われた。 
◎展⽰⾒るだけでもいいが、やはり、⼀緒に飲
んだり⾷べたりと、それができなかったらお祭
りにならない。 
◎そこでおしゃべりもできるだろうし、普段顔
を合わせない⼈が合わせるということが多いか
ら。納涼祭にしてもふるさと祭りにしてもそう
だが、コロナでやりたいんだけどできない。2
年、3 年やらないと、やるのが億劫になってし
まう。 
◎前は、どんな準備をしていたんだっけ、と。
こういうものを準備して⼿配してやったという
のをだんだん忘れちゃう。 
◎お神輿でも、稲荷神社が⼀応主体で声を掛け
るが、⼦どもたちがお神輿を担ぐときは、⺟親
たちも⼿伝って、⼦どもの肩が当たって痛いか
ら⼀⽣懸命トンボに布を巻いたりしたが、中⽌
になって何年かすると、次にやるときに「この
布はなんですか」になっちゃう。理由はどうあ
れ、２、３年、間が抜けると、もう⼀回、再開
するのはとても⼤変。 
◎育成会の⼈たちが⼀緒にやることも、役員が
みんな変わってしまうから、2 年、3 年続けてや
っている⼈はほとんどいないから。みんなゼロ
からになってしまう。誰かがやってくれて、そ
こに参加するのは簡単でいいが・・。 
◎やはり主催でやるということは⼤変なエネル
ギーが要る。 
◎地域の中で、⾃分たちでやるから意味がある
が。 
◎結構遠くから歩いて来てくれた⽅もいる。 
◎⽥間地区でも、何年か前まで、そういう公⺠
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館祭りをやっていた。うちの親の代ぐらい*の秋
には、菊祭り。愛好家がいるので、よしずを屋
根に作って菊を飾った。⾃治会には、いろんな
愛好家、得意な⼈もいて、写真とか、書道のう
まい⼈、絵を描いたりとか、アートフラワーと
かいろいろなのを作ったり、そういう展⽰や発
表の催しもよかった。蕎⻨を茹でてふるまった
り、テントを張ってやっていた。そういう地域
のつながりは、ふだんはなかなか⾏き会えない
⼈とも顔を合わせることができるのは、みんな
喜んで、にこにこしてやっていた。 
 
６：解消したい困りごと〜平地林の消失 
 
◎獣害については、野⽥のあたりでイノシシが
出ると聞いたが、⽥間はどうだろうか。 
◎野⽥にはいる。 
◎⾒ると平地林がどんどん造成で減ってくるの
で、野⽣動物がどんどんすみかがなくなって⺠
家のあたりに出てくる。 
◎⼤⾬で遊⽔地が冠⽔したときにあそこから逃
げ出したのがあちこちに居ついてしまったので
はないか。 
◎畑に野菜でも作っている地域に住みつくと⾷
べ物には困らないから。 
◎この 10年 20 年で、平地の林も極端に減っ
た。 
◎減ったというのだって、横新のあたりも結構
減っているんじゃないか。 
◎減ったというより、なくなっているぐらいの
勢い。みんな住宅が建っちゃってしまってい
る。 
◎最初にも話したが、もともとの⼾数が、戦後
25 年ごろのときは 60とか 40 とか。住むところ
と畑ちょこちょこあって、あとずっと⼀⾯が林
だった。それが今なくなっちゃった。50⼾、60
⼾だったものが 1000 ⼾に増え、2000 ⼾に増え
るから、⾃然林もなくなる。 

◎⼦どもの頃は、周りは林。カブトムシもいっ
ぱいいた。遊び場だった。 
◎昔は広葉樹。落葉広葉樹の落ち葉を集めて、
畑の堆肥にした。 
◎そんなに⼤昔のことではない。⾃分たちが覚
えているから。 
◎いやいやながら、⼦どもの頃は落ち葉集めの
⼿伝いもした。 
◎薪も、かまどや⾵呂の燃料だった。 
 
７：⽥園環境と都市環境の調和について〜宅地 
開発 

 
◎本当に住宅が増えた。⼈が集まってくるのは
何なのだろうか。そんなに増えてほしくはない
と思うのだが。 
◎新しい住宅地をつくる時に、もう少し規制を
かけてもいいと思う。申請を出しさえすれば何
でも出来ますではなくて、⽣活道路というのか
な、それが前もってきちんと整備できたところ
に、⼈が移り住んで来てくれるのだったらいい
のだが、あちこち⾍⾷いだらけの状況になって
いる。 
◎つくってしまってから、いろいろ困った、ど
うしましょう？では困る。 
◎開発業者がいろいろなところが⼊ってしま
う。⾃分のところでなるべく有効活⽤しようと
すると、その区画内の道路しか考えない。それ
で隣の開発業者は当然、⾃分たちのところも有
効活⽤しようとすると最低限の道路にしてしま
う。だから、そことそこが、意外とつながって
なかったりする。 
◎学校の先⽣が家庭訪問するときに、みんな迷
⼦になってしまうそうだ。待っているんだけど
先⽣が来ない、どうしたのか聞くと、道が分か
らないんですと。 
◎通り⼀本違うと⽬的地に⾏けなかったりす
る。 
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◎⾏き⽌まりになったりする。 
◎⼩⼭市を俯瞰的に⾒れば、思川の向こう側が
緑でこちら側が住宅という。だから「バランス
の取れた」なんて⾔葉が出てくるのだろうけ
ど、この地域だけでバランスとかを考えると、
駅までの距離がどれくらいあるかとか 4号線が
近いとか、そういう移動の意味ではいいと思う
が、アパートの延⻑みたいな感じで住宅をぼこ
ぼこ作られたのでは、落ち着かない。隣との距
離をせめて 10メーター置くぐらいの余裕を持っ
た作りができたら、もっといいと思うが。 
◎もともと家がぽつんぽつんとしかないよう
な、隣との間が空いているような時代に⽣まれ
育ってきたので・・・。 
◎分譲団地で、お隣と壁⼀枚ぐらいの感じのと
ころでは居⼼地が悪い。 
◎そういう⾯では何か落ち着かない。 
◎⽥園環境都市を考えるとすれば、住環境とい
うことをもう少し⼤切に⼊れられたらいいなと
思う。 
◎⼈間を⼀つの歴史で⾒たときに、何代も続く
ようなところは本当に少ない。だいたい戦後、
それも戦後どころか昭和の 50年ぐらいに移って
きた⼈が多い。それというのも、⽇本各地で炭
鉱がみんな閉鎖になったのが昭和 47年から 50
年。九州で炭鉱閉鎖があって、その後に今度は
⼣張の炭鉱が閉鎖。そこで仕事がなくなった⼈
が、仕事を求めて東京へまっすぐ⾏くのでなく
て、ここ、⼩⼭が⼀時停⽌の場所だった。仕事
がなくなった⼈を受け⼊れていたのが今の東京
鉄鋼など。コマツなどは、川崎とか向こうで募
集した⼈間がこっちへ来る。鉄鋼あたりは⻘森
にも⼯場があったから、⼣張から⻘森に出てそ
こにとどまる⼈もいたし、こっちへ来る⼈も結
構多くいた。だから炭鉱関係の⼈も結構多い。
昭和 50年と⾔ったらまだ 40〜50 年前。⼈が増
えてきたのは、そこから。コマツとかいろいろ
な⼯場が稼働して、それに関連する⼈が増えて

きてもいる。ヨロズもそうだし巴もそうだ。巴
も⻘森出⾝者関係が結構多い。 
◎あのころはまだ 50号線も砂利道だった。おそ
らくその地域で、あなたは 50年前にどこに住ん
でいましたか？と聞くことがあれば、⾃分は横
新にいました、⽥間にいました、横倉いました
という⼈は、本当に少ないと思う。 
◎だから、⼩⼭市の未来に何を残したいか？と
か、どうのこうの⾔われても、ぴんとこない⼈
が多いと思う。⼈の移動や動きの少ないところ
だったら、残したいとか繋ぎたいとかという⾔
葉も出てくるのだろうが、ここは動きがあるか
ら。よく⾔えばダイナミックだというし、悪く
⾔えば落ち着かないように思う。 
 
 
------------------------------------------------ 
2｜⼤⾕中部：⼦育て世代の⽅々 
参加者：横倉・横倉新⽥・塚崎より、地域サークル「桜⼩ 

町 MAO」「地域学習サークル 20ʼs」の⼥性４名 

実施：2022 年 12 ⽉ 19 ⽇ 13 時半〜15 時 

場所：⼤⾕公⺠館 

--------------------------------------------------------- 
 
１：⼤⾕中部地区との関わり 
 
◎⿅沼の、⿅や熊も出るような⾃然豊かな地区
から嫁いで、⼦供⼆⼈と夫の核家族で塚崎に住
んでいる。こちらにきたときに、⼀番驚いたの
は、靴に⼟がくっついている⼈がいないという
こと。⿅沼では、周りが⽥んぼや畑など⼟の地
⾯ばかりだったので、家の⽞関⼟間も常に⼟だ
らけ。⼤⾕は、ある程度がコンクリートやアス
ファルトだから、その差を感じた。買い物は便
利だし、都会だなあと驚きました。 
◎私も移住者で、東京⽣まれの東京育ち。栃⽊
出⾝の夫と結婚して東京で⼦育てを始めたが、
10年くらい前、上の⼦供が⼩さいときに、横倉
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に家を持って家族で⼩⼭に引っ越した。夫は都
内の会社で働いているので、いずれ栃⽊に戻り
たいといっていたが、まだ先だと思っていた。
だけど、良いタイミングでこちらに来ることが
できたと思う。⾼齢者になってからのUターン
だと、いろいろ⼤変なこともあると思うし、何
より新幹線も⽌まる駅があって夫も都内の会社
にこれまで通りに勤めることができるので。 
私の⽗親の実家が宇都宮市にあって、⼦供の頃
から、そのおじいちゃんおばあちゃんの家に遊
びにきて、⽥んぼで凧揚げしたりした楽しい記
憶がある。両親も還暦前くらいに、都内から宇
都宮の⽗の実家に戻らなければいけなくなっ
て、それで⺟がとても苦労していたのをみてき
た。都内で暮らすには必要なかった運転免許
も、⺟はもちろん持っていなかったし、親戚や
友達もいない⼟地にはなかなかなじめなくて。
そういうこともあって移住を決断した経緯があ
る。 
◎⽥園が広がる豊⽥地区で兼業農家の家で⽣ま
れ育って、結婚を機に横倉に引っ越してきた。
夫の職場に近いことと、お互いの実家のちょう
ど真ん中ぐらいの位置で、⾏き来しやすところ
なので、横倉を選んだ。 
◎東京で⽣まれて⼦どもの頃に間々⽥に引越
し、中学１年で野⽊に引っ越して、結婚を機に
また⼩⼭市に戻り、初めは喜沢に住み、今は横
倉新⽥に住んでいる。住んだところを振り返る
と、間々⽥は、まだお店も家も少なかった時期
で交通量も少なく、それほど危険もなかった
し、⼦どもだったこともあって間々⽥駅へも多
少遠いところへも歩いて⾏っていた。多分、⼤
⼈になった今はもう歩けない、歩こうと思わな
い距離。喜沢に住んでいた時はHarvest が近か
ったのでベビーカーを押して出かけていた。今
は便利だけど、わくわくしながら買い物したり
できる施設がないのが、少し残念。そういう場
所があると⽇々楽しいだろうなと思う。 

２：⼦どもたちの過ごし⽅ 
 
◎⼦どもたちは、ほとんどゲームです。 
◎今、住宅地とか建売とか多くて、その住宅地
ごとに⼩さい公園を可愛く作ってくださってい
るが、それが活かされていない気がする。もっ
たいない。町内で清掃などはやるのです
が・・・。 
◎⼦どもたちは外遊びよりゲームだし、物騒だ
し、コロナだし。なかなか公園では遊ばない。
道路も狭くて⾞とすれ違うのも危ないから、⼦
どもだけ⾏ってらっしゃいというのも難しい。 
◎私は、本当に⼭に近いところで⼦ども時代を
過ごしたので、外で遊んで、⾃然になっている
ものを取って⾷べたり、男の⼦はタケノコを掘
って怒られていたり、柿をとって⾷べたら渋か
った思い出がある。別に登⼭の格好をしなくて
も⼭に登って遊んでいた。 
◎⿅沼に住んでいたので、夏は川で泳いでい
た。親が交代で⾒守りにきてくれて。しばらく
して、⽔洗トイレの下⽔が流されるようになっ
たから、川で泳ぐのは禁⽌になった。⽔洗トイ
レが流されてしまうから川で泳ぐのは禁⽌にな
ってきたりとか。川で夏は本当に泳いでいた
し。⾃然の中で。 
◎⼤⾕は都会でいいのだが、緑も少ないし、⼟
も少ない。のびのび遊べるところや、さっきの
話のように、⼤⼈もワクワクして過ごせるとこ
ろがない。Harvest へ⾏くと休⽇は混んでるし。 
◎公園のことで⾔うと、うちの⼦どもたちは公
園で遊んでいる。中学⽣が部活の練習をしてい
ることもある。 
◎うちの分譲地の場合は、分譲地の真ん中にあ
って、⾯積も⼩さくて・・・。そこで⼤きなこ
えで遊ぶと、周りの住宅に迷惑がかかってしま
うような場所。中途半端なスペースで⼩さくて
遊具もない。 
◎家を建てるには中途半端な⾓地に、何もでき
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ないから公園を作っておきましたみたいな中途
半端さを感じてしまう。 
◎公園というより、空き地・・・。 
◎公園ではなくて、ただの原っぱみたいなとこ
ろも近所には無い。 
◎秘密基地が作れるような場所がない。 
◎やんちゃできるところがない。 
◎広いスペース使って遊びたい時は、学校から
帰って、また学校へ⾏って校庭で遊ぶ。 
◎バドミントンとか、本当に広く使いたいとき
は校庭に⾏く。 
◎⼩学校の校庭には、⼩学⽣は⼊れるけど、最
近は、中⾼⽣はダメだと⾔われて⼊れないよう
だ。 
 
◎放課後は皆、習い事も忙しいし。学童に⾏っ
ている⼦は帰ってくるともう⼣飯の時間という
感じで、本当に家の近くで、外で遊ぶという機
会は、私たちが⼦どもの頃に⽐べてかなり減っ
ていると思う。 
◎宿題⾃体も昔より多くなっているように思
う。私⾃⾝が⼦供の頃はもっと遊んでいた。 
◎⼟⽇の過ごし⽅は、時間があれば、公園に⾏
ったりもするが、ごろごろしているか、家族で
出かけるか。それぞれの⽤事で個別に出かける
ことも多い。 
◎ゲームとYouTube で動画を⾒て終わってしま
う。 
◎そんな過ごし⽅が、今の⼦にしたらきっと普
通。親と⼀緒に買い物に⾏こうと⾔っても「い
え、⼤丈夫です」みたいに断られる。 
◎今の⼦供たちは、体⼒などはきっと昔の⼈に
⽐べたら劣る。⽬だけが疲れる。 
◎コロナの感染で⾏動制限される時期も⼊った
から、余計に動かない。 
◎外に出かける、外で遊ぶというきっかけを、
どんどん失っている。 
◎親としても、コロナもあったし家にいてもら

ったほうが安⼼というのは正直なところ。 
◎家庭の事情もそれぞれで、⼈と関わらないで
ほしい家もあれば、出ていってほしい家もあ
る。職業とかにもよると思う。 
 
３：桜⼩町MAOについて 
 
◎横倉新⽥にある、ひまわり幼稚園の保護者の
会「ひまわり会」が⺟体になった、主に幼稚園
グッズをハンドメイドでつくるサークル。お箸
を⼊れるケースや、サイズごとの上履⼊れ、ラ
ンチョンマット、お弁当を⼊れるものなど、園
の学園祭の中で販売して、お⺟さんたちに⼤好
評だった。そこで知り合って、⼦どもが卒園し
た後もつながっている。交流⾃体も楽しいし、
卒園後もハンドメイドでつくることを続けたい
という⼈も多いし、卒園したあとも「桜⼩町
MAO」として続けている。 
◎⼦どもが幼稚園に⼊った当初、引っ越してき
たばかりで知り合いも少ないし、裁縫の⼿作り
でグッズを作るのも苦⼿だったので、ひまわり
会の活動に助けられた。⾒ず知らずのものから
のリクエストにも答えてくれて。それから⼀緒
に活動していくうちに「つくってみたら？」と
勧められたり、教えてもらったりしていた。 
◎⼦どもが卒園した後は、ハンドメイドでつく
ったものを必要な⼈に販売したら楽しいのでは
ないか、ということで、最初は、近所の⼈や知
り合いに声をかけて、ガレージセール的にメン
バーの家の庭や駐⾞場で開催していた。それが
10年くらい前かな。 
◎そして、定期的に開催できる場所を探してい
たときに、地域の企業のショールームができ
て、利⽤させてもらえないかと連絡をしてお借
りできたので、通園通学マルシェとして開催す
るようになった。それから８年近く続いてい
る。 
◎⾃分でつくるものが売れる喜びや、喜んで買
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ってくれる⼈たちの存在があった。 
◎ハンドメイドが苦⼿な⼈は、とても助かると
⾔ってくれて、充実感があった。 
◎世代の差もあり、もっと上のお⺟さん世代だ
とみんなミシンをやっているから、それができ
て当たり前のことなのかもしれないが、年齢が
下がるにつれて作らない世代になって、できる
だけ市販のものを利⽤したいという⼈も多いよ
うだ。私たちは、そのはざまの世代的な感じ
で、つくることが好きな⼈も多いし、つくる⼈
と、つくってもらう⼈とお互いいい関係が築け
る。 
◎⼊園した頃は素⼈だったのが、次第に作れる
ようになって卒園の頃は、先輩になってしたの
世代に教えることができたり・・。 
◎⼦どもが卒園しても、気付いたら何⼗年もサ
ークルにいた！という感じで、そこで仲良くな
ったお⺟さんたちとは、その後、⼩学校、中学
校へ進んでも交流できたり、何か困ったことが
あったら相談できる関係に。保護者は、⼦ども
が成⻑するほどきっかけが減ってしまう。地域
の幼稚園で、良い関係を作れたのはとても良か
った。 
◎この８年で、情報の発信と収集の仕⽅は変わ
ってきたと思う。 
◎若いお⺟さんたちとの世代の差も感じること
もある。 
◎インスタで情報が出ないと興味持てない、買
わない・・・という層も。 
◎はじめの頃は、チラシを作って、お店に置い
てもらったり、せっせとポスティングしてい
た。S N S でも頑張って告知するようになって、
情報の広がる範囲も⼤きくなった。 
◎可能な限りは下野新聞社などに広報して事前
告知の記事を書いてもらったりするようになっ
てきたので、⼤⾕だけでなく⼩⼭市内に広く周
知ができている。 
◎茨城県の⽔⼾などからも来てくれる。 

活動を通しての効果 
◎違う世代との地域の交流が⽣まれた。公⺠館
まつりにも出店させてもらって、年⻑者の⽅た
ちとの繋がり、交流が⽣まれている。この活動
をしていなければ⽣まれなかった交流だと思
う。今でも仲良くしてくれていて可愛がっても
らっている。 
◎公⺠館での交流や活動は年配の⽅達が多いの
で、私たち世代も若⼿の部類かな。 
◎⼈のつながりが暖かいし、公⺠館で、中学⽣
のクリスマス会を開いたり、夏祭りもあった
り、いろんな交流が盛ん。学校の吹奏楽部の発
表の場も作ってくれた。 
◎公⺠館祭りは、とてもいい企画だと思う。 
◎クリスマス会は別の公⺠館でやったが、そち
らでも、⼦育て世代だけではなく、おじちゃん
たちの演奏や、⼿品や読み聞かせをやってくれ
たりして、世代間の交流ができた。 
◎⾃分にとっての意味としては、このマルシェ
の活動を通して「社会に出た」という感覚があ
ったこと。マルシェは仕事というわけではない
が、幼稚園や家族の範囲で動いていて、⾝近な
サークルで楽しいねと活動していたところから
⼀歩外に出て、レンタルルームの企業さんとや
りとりしたり、お客さまを集客できて喜んでも
らったりしたことで、⼀歩、社会に出たような
感覚があった。その頃は仕事をしていなかった
こともあって、⾃分⾃⾝の成⻑だったり、感動
だったり、安⼼感とか楽しさとかということも
感じられる場を地域の中につくることができた
という満⾜感も得られたと思う。 
◎同じように思う。個⼈的には⼩⼭市のふるさ
と納税の返礼品に桜⼩町MAOの中のメンバー
として出品もできているので、とてもいいステ
ップが踏み出せている。 
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４：地域学習サークル 20ʼs 
 
◎簡単に⾔うと、いろんなテーマで親⼦で学ぶ
機会をたくさん作って活動しているサークル。
もともと地域の親⼦で味噌づくりやクリスマス
会などを⾏っていて、その延⻑で 2017 年か
2018 年くらいに始めた活動。桜⼩町MAOの活
動が始まり、その後さらに、地域との交流だっ
たり習い事では習えないような学びだったりと
か、そういった違ったものを親⼦で学ぶ機会を
たくさん作りたいと始めた。特にお⾦をかけず
に無料でできることはなんだろうということ
で、思いつくままにいろいろ企画して、ずっと
やってきている。 
◎企画の⼀つに新聞スクラップづくりがある。
これは、活動を広めるために新聞に載るにはど
うしたらいいかと考えて、下野新聞の新聞をス
クラップしていく活動を考えた。新聞社も関⼼
を持って掲載してくれたが、⼦どもたちが新聞
に興味を持ついい機会になった。何事でも⾃分
事になると、関⼼、興味が湧く。⼦どもが関⼼
を持つと⼤⼈もうれしい。孫が新聞に載るとじ
いちゃんやばあちゃんも喜ぶ。そういう機会を
たくさんつくる。 
◎⼩⼭市の出前講座を利⽤すると費⽤もかから
ない。夏休みの課題をよりよく解決するにはど
うすれば良いかと考えて利⽤した。例えば選挙
のポスターを描く課題が出て、⼦どもに、ただ
描きなさいと⾔っても描けない。選挙管理委員
会に電話をして相談して、市の出前講座として
職員の⼈に来てもらって、いろんなことを教わ
る時間をつくった。実際のポスターや投票箱を
持ってきてくれて、こうやって鍵をかけて使う
とか、選挙にはこんなにお⾦がかかっていると
か・・・。親⼦で学べて対話もできて、こんな
に予算がかかっているんじゃ投票に⾏かなきゃ
ね、という話もできたし、ポスターも描くこと
ができた。 

◎出前講座で消防署に⾒学に⾏ったこともあ
る。映像を⾒せてくれたり、実際、消防本部に
電話をかけて緊急事態を伝えるということを親
⼦で体験させてもらって、そういう体験を踏ま
えて、⽕災予防のポスターを描く。そのテーマ
に関する学びや体験がないと絵は描けないし、
良い機会になる。 
◎コロナ禍になってからは、すぐに４⽉からオ
ンラインでの活動を始めた。現役の⼩学校の先
⽣たちを講師に招いて、オンラインで百⼈⼀⾸
をやったり、家庭学習の進め⽅などについて保
護者の悩みなどを聞く機会を取り⼊れたり、
ICTを活⽤したものも。今も毎⽉ずっと継続し
てやっている。先⽣たちに学校の状況を聞いた
り、先⽣たちも⼦どもたちに聞いてくれたり、
保護者の悩みも聞いてくれたり・・・。早くか
らオンラインには親しむことができたので、学
校からオンラインの取組みが⼊ってきたときは
親も⼦もすんなりと慣れ親しめた。 
 
地域での交流 
◎公⺠館では将棋⼤会も毎⽉開催してきた。30
回を超えた頃、コロナ感染が拡⼤してしまって
ストップしてしまったが、感染も治まってき
て、今は、近くにある⽼⼈ホームで年に 2 回と
いう形で開催させてもらって、地域のお年寄り
たちと交流している。5歳の⼦と 95歳の⼈が向
き合って同じ盤で戦うのは、どちらにとって
も、今しかできないこと。今を⼤切にして、今
やらなくていつやるんだという気持ちで動いて
いる。未来ばかり⾒ていても、その間に⼦ども
たちは、あっという間に育ってしまう。⼤切な
学ぶ機会を失ってしまうので、今を⼤切に地域
の中でも動きたい。 
◎⽼⼈ホームとは、クリスマス会やハロウィン
などの⾏事を⼀緒にやっている。そういった施
設に⾃然に⼦どもたちや保護者が⼊ることで、
お互いにとてもいい体験になる。⼦どもが⾏く
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と、それだけでお年寄りの⼈たちは喜んでくれ
て元気になる。⼦どもはそういう存在。そのま
までいい。何かをして褒められる存在でなく
て、そこにいることそのものが、⼦どもの価
値。施設に⾏くようになって、そういうことを
理解できてきた。 
◎⼤⾕地区は、野菜やお⽶も採れて豊かな地域
なので、横倉の⾃治会⻑さんと協⼒して、農業
体験も⾏っている。サトイモができたからおい
でという連絡をいただき、メンバーに声をかけ
て親⼦で掘る。親も、サトイモが、どんなとこ
ろにどんなふうにできるのかを知らない⼈が多
いので、とても貴重な体験。ヤーコンも収穫体
験をした。学校給⾷にも出しているヤーコンだ
が、どんなふうになっているのか、どんな葉っ
ぱになっているのか、何も知らない。体験すれ
ば分かる。⼦どもたちは、サトイモやヤーコン
が給⾷に出たとき、⼟の上でなっている畑の様
⼦を思い出して⾷べることができる。そういう
⾷育のリアルな体験も⼤切にしたい。 
◎参加者は、毎⽉やっているオンラインは 15名
ぐらいが参加している。⼤きいイベントだと 60
⼈ぐらい、⼩さい規模だと 2、3 ⼈で開催するこ
ともある。その企画や状況に合わせて⼈数を調
整しながら開催している。 
 
5：地域のコミュニティ 
 
◎私たちは、こういう活動をしているので、世
代間の交流があると思っているけど、特に活動
していない⼈は、普段の⽣活の中に、あまり交
流はないのかもしれない。 
◎出会う機会があまりないのでは。 
◎三世代同居の家庭も少ないと思う。 
◎新しい住宅地は核家族ばかりだと思うが、古
くからの家が残る地域は、同居もある。 
◎若い世代は⾏事に出てくる⼈も多くはない。
地域の体育祭とか、若い⼈の出席率があまり良

くないと、参加した若い⼈が何回も何回も競技
に出ないといけなくて⼤変そうだったりする。
うちの⾃治会は、いろいろと⼤変だから、来年
から運動会は無くして、その代わり、みんなが
やれる簡単なスポーツのレクリエーション⼤会
のように変えていくようだ。 
◎そうして続けていくことも、⼤切だと思う。 
◎⾃治会⾃体も、周りではけっこう⼊っている
家庭が多い。ゴミ出しのこともあるし。 
◎私は移住者で、周りにも移住者が多いが、そ
ういう私たちは、ずっと地元に住んでいる⼈た
ちのように、親世代から受け継いだコミュニテ
ィが無い。 
◎引っ越してきて、繋がれるコミュニティがあ
るのはすごくありがたい。⼈が集まるきっかけ
や活動の場が⼤事だし、必要だ。⺟親同⼠の繋
がりの活動を、⼦どもたちもみているから、⾃
分たちが⼤⼈になったときに、親がサークルを
作って楽しそうにやっていたからと思い出し
て、⾃分たちも何かを始めるかもしれない。そ
ういうふうに引き継がれていくと良いと思う。 
 
6：⼤⾕中部地区の住みやすさと住みにくさ 
 
◎住み⼼地は今のところいいと感じている。 
◎ちょっと⾏けば城南とかで買い物はできる
が、⼦どもが⼤きくなってくると、⾼校進学の
ことを考えると、駅が遠いので⼤変そうだと思
う。バスの本数が少ないというのが、⼀番のネ
ック。⼦どもも中学⽣とかになって、Harvest に
も遊びに⾏くが、バスの本数が少ないので、乗
り過ごしたり乗れなかったりして次のバスにな
ると、帰りの時間がけっこう遅くなる。秋冬
は、⼣⽅すぐに暗くなるので、⼈が多く乗る時
間帯だけでも、もう少し本数が増えると安⼼。 
◎便利なところだけど、どちらかと⾔えば、完
全に⾞社会だから、⾃分が⾼齢になったときも
⼼配になる。⾼齢の⽅が運転している⾞も多い
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が、無謀な運転をされているのを⾒かけること
が多い。そういうこともあって、やっぱり、も
っとバスの本数や路線が充実していくと助か
る。 
◎⾃分が⾞に乗れなくなった時のことを考える
と、やっぱり怖い。今は、買い物にも便利だ
し、かといって都会すぎず、けっこう静かなと
ころもあって良いと思うけど。 
◎昔から、神⿃⾕に駅ができるという話があっ
て、以前、地域のお年寄りの⽅と話したときに
「あの駅の話、何⼗年も前から出ているけど全
然進まない」と聞いたことがある。 
 
７：⽥園環境と都市環境の調和について〜宅地
開発 
 
◎⾃分が分譲地に住んでいるが、もともと⽊が
⽣えていたところが伐採されてできた分譲地。
他にもどんどん新しい分譲地が、やはりたくさ
んの⽊が切られて作られている。最近では、カ
ブトムシが普通の住宅地の庭の⽊にとまるぐら
い、住む場所がなくなっているようだ。⾃分も
そういうところに住んでいながら、⾃然が減っ
てしまうのは寂しいと思う。でも街に⼈が増え
ると活気が出るから良いと思うし、⽊は残して
欲しいと思うが、なかなかそうも⾔えないし、
ずっと複雑な思いがしている。 
◎私も⼤⾕に来る前は、他の地区で、家の⽬の
前でホタルが普通に⾶んでいたところに住んで
いたが、今はもうホタルがいなくなっている。
また戻ってきたら良いと思うが、それを地域の
⼈に求めるのはまた違うことかもしれない。そ
このバランスが難しい。経済を考えれば⼈が増
えたほうが断然いい。でも⾃然が減っていくの
は寂しい。⽥園環境と都市環境のバランスよく
というが、そこが苦しいといつも思う。 
◎⼈が減ってしまうと、そこの地域の⽴場が弱
くなると思う。⼈が多いところは、そこの意⾒

が反映されやすくなってしまうので、強い。だ
から、⽥舎のエリアは⾃然を残して、と、都合
よくそういう⾵には⾔えないと感じるところも
ある。 
◎都内に住んでいた頃、こちらの夫の実家に遊
びに来ると、近くが林だった。散歩するのにも
よかった。あるとき帰省したら、その林の⼀部
分が住宅地になっていて、そしてまた次の夏に
来たら、また林が半分切られて、住宅になって
いた。そういうところに住んでいるが、そのこ
とも少し切ない。 
 
通学路に⽊陰が無い 
◎夏場に⽇陰ができるような公園がほとんど無
い。夏、⼦どもたちは、学校から帰ってくると
きに、みんな顔を真っ⾚にして歩いている。途
中に⽊陰がある場所があれば、そこで⼀回涼ん
で、涼しくなったらまた出発できるのでは無い
か。道路にも⽊陰が無いし。本当に⽇射病にな
りそう。親としては何もしてあげられないか
ら、そういう場所ができるといいと思う。 
 
東京との⽐較 
◎東京と⽐べたら、東京は⾞社会ではないので
徒歩圏内に公園がたくさんあり、場所にもよる
が施設や⼦供が遊ぶ場所もある。⼦どもたちは
ボール禁⽌のところも多いけど、公園などの遊
ぶ場所もあって、児童館もあって、１年⽣から
６年⽣まで⼊り混じって遊べる。⼤学も周りに
多いから、ボランティアサークルの⼤学⽣など
も児童館に出⼊りしていて、⼦どもたちの⾯倒
をみてくれたり、⼀緒に遊んだりしてくれる。
⼤⼈にとっても、川沿いなどが整備されている
ので川沿いの道をずっとマラソンすることもで
きた。都内だからと⾔って、公園がないとか⾃
然がないとか、そういうことは感じたことは全
然なかった。神社も多くてお祭りもやっている
し、⼦どもたちも神社に集合して遊ぶときもあ
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る。だから、そういう意味では、都内の⽣活と
⼤⾕での⽣活の違いは少なくて・・・。違いと
いえば、都内は、⽥んぼや畑がないこと、カエ
ルの声が絶対に聞こえないこと、星が⾒えない
こと・・・。 
◎都会と⽐べたら、夜が暗いので、特に⼥の⼦
の帰りが遅くなるのが⼼配。つい⾞で送迎をし
てしまうことも多い。⼦どもたちが⾃分でバス
で移動するとか、⾃分の⾜で歩いていくとか、
そういう⾃⽴した⾏動はできにくい地域かもし
れない。親の送迎の負担や⼦どもの⾃⽴を考え
ると、歩いて⾏ける範囲の環境整備もとても⼤
切だと思う。 
 
８：⼦どもたちの将来と親世代の将来 
 
◎⼦どもが進みたい⽅向に⾏って、⾃分らしく
いられるところで過ごしてくれればいいので、
将来は⼤⾕地区に戻ってきても、外に出て⾏っ
ても、どこでもいいと思う。 
◎地元にずっといたとしても、今は世界とも繋
がることができるツールもあるので、それはそ
れでいいと思う。 
◎⼦ども云々というより、うちの親は分譲住宅
地に住んでいるが、同じ時期に同じような世代
が家を買ったので、みんな同じように年を取っ
て、近所がみんなおじいちゃん、おばあちゃん
ばかり。私たちのところも、⼦どもたちが⼤⼈
になったときに同じ状況になるはず。親の住宅
地では、ごくたまに、古くなった家を壊して、
そこに新しい家が建って若い⼈がぽつぽつと⼊
ってきているようなので、それで活気が出て、
おじいちゃん、おばあちゃんばっかりの寂しい
住宅地にならないようになると良いと思う。 
◎私たちのところも、同じ世代で固まって住ん
でいるので、みんな⼀気に⾼齢者になってい
く。 
◎⾞が乗れなくなったら、遠くにいけないか

ら、使わなかった公園が再活⽤されて、とても
いい憩いの場になっているかもしれない。 
◎そうなってもやっぱり、コミュニティは⼤事
だと思う。 
◎未来に向かって何か考えてやっていくのは良
いと思うが、未来に向かって時間をかけて準備
していく間に、⼦どもたちは中学⽣、⾼校⽣へ
と育っていくので、⾃分の⼦どもの今になかな
か反映されない。⼀番⼤切なのは、正直なとこ
ろ、⾃分の⼦どもたちの「今」に、より良い環
境を作ってあげたいということ。やるなら今し
かなくて、本当に必要なことを絞り込んで、や
っていきたい。 
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3-2 アンケート調査結果（概要と考察） 

 
⼤⾕北部・中部地区で実施したアンケートにつ

いて、ここでは、主要な設問の結果について概要
と考察を掲載する。設問内容によっては、既に調
査を終了した⽥園部の⽣井地区・豊⽥地区や都市
部の⼩⼭地区の結果との⽐較も⾏う。 
 質問票と、単純集計・クロス集計の詳細版は別
添資料（アンケート集計結果報告書）「アンケー
ト調査結果 報告書」に掲載する 
 
回答数/回答率について 
●回答数：596 件（郵送：561 ネット回答：35） 
うち集計締め切り後に届いた３通は無効とし
593 件の回答で集計を⾏った。 
●郵送での回収率 22.5%  
対象 2,500 について、宛先不明で還付されたもの 
5 通を除外した 2,495 を⺟数とした。 
 
 
１：回答者の属性について 
 
1-1 設問【１】の集計結果 
 
-1 性別 
男性 46% :273 名    ⼥性 50% ︓298 名 

その他 11 名  無記⼊ 11 名 
 
-2 年代（回答数が多い順） 
40 代 21%  70 代以上  

33％ 50 代 20%  60 代 

70 代以上 18%  50 代  

41％ 30 代 16%  40 代 

60 代 15%  30 代  

26% 20 代以下 10%  20 代以下 

無記⼊ 2 名 

 

 

-3 世帯⼈数（回答数が多い順） 

4 ⼈以上の世帯  33% 197 名 

2 ⼈世帯 29% 170 名 

3 ⼈世帯 22% 131 名 

本⼈１⼈世帯 14% 85 名 

無記⼊ 10 名 

 
-4 職業（回答数が多い順） 
会社員 40% 235 名 

無職 25% 148 名 

パート/アルバイト 18% 108 名 

学⽣ ６% 37 名 

公務員 ５% 28 名 

⾃営業 ３% 16 名 

団体職員 １% ５名 

農業（専業） ０% ０名 

農業（兼業） ０% ０名 

その他 10 名、無記⼊ 5 名 無効１名 

調査票での「無職」の表記は、「無職（退職者・主婦・ 

主夫等含む）」 

 

-5 お住まいの⼤字  
-6 地域活動の経験 
＞別添資料（アンケート集計結果報告書）に掲載 
 
-７ ⼤⾕北部・中部地区との関わり（回答数が多い順） 

選択肢 ％ 名 

栃⽊県外で⽣まれ育ち、当地区へ移り住む 50 296 

県内他市町で⽣まれ育ち、当地区へ移り住む 23 139 

⼩⼭市の他地区で⽣まれ育ち、当地区へ 10 61 

当地区で⽣まれて⼀度も外で住むことなく今も 7 39 

当地区で⽣まれ、就職で外へ、その後戻った 3 17 

当地区で⽣まれ進学・就職で外へ、その後戻った 2 14 

当地区で⽣まれ、進学で外へ、その後戻った 2 10 

無記⼊ 17 名 
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集計結果を、⽣まれた県や市町でまとめ、 
その割合を⾒ると 
栃⽊県外で⽣まれた 50% 

73% 
栃⽊県内の他の市町で⽣まれた 23% 

⼩⼭市で 

⽣まれた 

⼤⾕北部・中部地区 14% 
24% 

他の地区 10% 

無記⼊ 17 名 

 
コメント欄の記述 
⼤⾕北部・中部地区に他所から移り住んで来た⼈
や U ターンした⼈には、コメント欄にその理由
を記⼊してもらった。（コメント回答 464 件） 
主な理由を表に挙げ、コメント欄の記述から⼀部
を紹介する。 

コメント要旨 回答件数 

仕事に関する理由 144 

結婚に関する理由 91 

⼦育てに良い 16 

仕事や結婚にプラスして挙げられている主な理由 

・⾃宅の新築や購⼊（都内より広い・安い等） 

・新幹線を利⽤できる利便性 ・住みやすい 

・賃貸の家賃が安い ・買い物に便利 

 
記⼊コメントより 
◎仕事のため。家賃が安く⽣活費が安い。素晴らしい地区

だと思います ◎仕事の関係で宇都宮に移住して、⼩⼭

市の⾃然の美しさに惹かれ、⼩⼭市に家を作りました。 

◎結婚。夫の通勤のしやすさと、実家への⾏き来が出来る

場所だから ◎結婚を機に。⾃営業を開業するにあたり

適地と思えたため ◎結婚し夫と⾃分の通勤地の中間地

点でもあり、アクセスがいいので ◎結城市に住んでい

たのですが、⼩⼭市の⽅が便がいいので家族で引っ越し

ました。住みやすいので、⼀⼈になってもそのまま⼩⼭に

暮らしています ◎都内に住んでいたが、家賃が安くて

移り住んだ。 

 

 
 

 

1-2 集計結果より 
 
主たる回答者像について 
以上の結果より、主たる回答者像は、「他県や
他市町から、主に転勤などをきっかけに移り住ん
だ 会社員、または退職者の男⼥の⽅々」と考え
られる。年齢については、20代以下を除いては、
30代から70代以上まで、15%〜20%の間であり、
突出して多い年齢層がないという結果になった。 
  
 先⾏調査地域の、⽥園地帯である⽣井地区・豊
⽥地区、都市部の⼩⼭地区の回答者の属性を⽐べ
ると下のようになり、⼤⾕北部・中部地区は、⼩
⼭地区の傾向に近く、都市部としての特性が出て
いると⾔える。 
 ただし、アンケートの実施⽅法の違いも、この
際には影響している⾯があることも留意してお
きたい。⼩⼭地区と⼤⾕北部・中部地区では、無
作為抽出でのアンケート郵送で実施し、⽣井地
区・豊⽥地区では⾃治会を通しての全⼾配布での
回覧でアンケートを配布した。３世代同居の世帯
も多い地区では、回覧物は昼間に⾃宅にいること
も多い 60 代以上の⽅が対応することが多くあり、
回答者の年齢層の分布に反映されていると推察
する。 

 
 ⽣井 豊⽥ ⼩⼭ ⼤⾕北中 

男性 

⼥性 

65% 

27% 

62% 

33％ 

45% 

52% 

46% 

50% 

60 代以上 

30 代以下 

75% 

 2% 

68% 

 5% 

46% 

18% 

33% 

26% 

地区出⾝ 

県外出⾝ 

66% 

11% 

60% 

10% 

17% 

58% 

14% 

50% 
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２：⽣活圏について 
 
2-1 設問【２】の集計結果 
 
選択肢から１つを選ぶ 
-１仕事や学校へ通っている地域 

-２⽇常的な買い物や⽤事で出かける地域 
-1 仕事や学校へ -2 ⽇常的な買い物等 

⾏先 回答数 ⾏先 回答数 

⼤⾕北部・中部 93 ⼩⼭地区︓駅東 205 

⼩⼭地区︓駅東 79 ⼤⾕北部・中部 194 

県内の他の市町 75 ⼤⾕南部 78 

茨城県 53 ⼩⼭地区︓駅⻄ 25 

⼤⾕南部 38 茨城県 20 

東京都 36 県内の他の市町 13 

⼩⼭地区︓駅⻄ 32 宇都宮市 12 

間々⽥地区 21 間々⽥地区 10 

埼⽟県 19 東京都 10 

宇都宮市 16 その他 ６ 

その他 14 埼⽟県 4 

桑地区 ９ 桑地区 ３ 

絹地区 ４   

豊⽥地区 ４ -1 無記⼊ 91名 無効３名   

穂積・中地区 ３ -2 無記⼊７名 無効６名 

群⾺県・千葉県 ２   

寒川・⽣井地区 １   

      

2-2 集計結果より 
 
 ふだんの⽣活圏では、-1 の通勤・通学で東京都、
茨城県、宇都宮市などに通う⼈も⼀定数いるもの
の、-2 の⽇常的な⾏動においては、33%の⼈が⼤
⾕北部・中部地区で完結しており、⼤⾕北部・中
部＋⼩⼭地区（駅東）のエリアでは、そこだけで
67％の⼈の⾏動が完結していることがわかる。-3
の特別な買い物や会⾷は、⼩⼭地区（駅東）、宇都 
宮市、県内の他の市町、東京都が上位にきている。 

 
選択肢より２つを選ぶ 
-３休みの⽇に「特別な買い物」「会⾷」「イベント」 
等でよく出かける地域  
-４休みの⽇に「⾃然の中でリフレッシュ」「アウ 
トドアスポーツ」等で出かける地域 

-3 特別な買い物や会⾷等 -4 ⾃然の中で・・・ 

⾏先 回答数 ⾏先 回答数 

⼩⼭地区︓駅東 221 県内の他の市町 225 

宇都宮市 169 茨城県 120 

県内の他の市町 129 ⼤⾕北部・中部 86 

東京都 123 群⾺県・千葉県 65 

⼩⼭地区︓駅⻄ 100 ⼩⼭地区︓駅東 64 

⼤⾕北部・中部 99 ⼩⼭地区︓駅⻄ 54 

埼⽟県 70 宇都宮市 51 

茨城県 68 その他 50 

⼤⾕南部 41 ⼤⾕南部 42 

その他 17 東京都 32 

群⾺県・千葉県 13 埼⽟県 32 

間々⽥地区 12 桑地区 18 

桑地区 ８ 間々⽥地区 15 

絹地区 ２ 絹地区 11 

穂積・中地区 ２ 寒川・⽣井地区 10 

豊⽥地区 ２ 穂積・中地区 7 

寒川・⽣井地区 １ 豊⽥地区 3 

-3 無記⼊ 17名 無効２名    -4 無記⼊ 90名  無効６名 

 

県内の市町では、選択肢には「宇都宮市」を挙
げそれ以外は、「県内の他の市町」という選択肢
を⽤意し、具体的な市町名はコメント欄記⼊を促
した。-３の特別な買い物や会⾷などの⾏き先の
コメント欄の上位は、佐野市32名、栃⽊市21名、 
上三川町 13名である。佐野市はアウトレットモ 
ール、栃⽊市は福⽥屋百貨店、上三川町はインタ 
ーパークが主な⾏き先であると推察される。同様 
に、-4 の県内の他の市町の内訳上位は、那須町 58 
名、⽇光市 46名、栃⽊市 46名である。 
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3-1 設問【3】の集計結果 
 
A 認知度を把握する 
⑴地区のなりたちの歴史や、 

近隣に残る城跡や神社や 
寺の歴史、由緒、祭り等を 
知っていますか？ 

⑵地区にある公園、街路樹、 
平地林などについて 
知っていますか？ 

⑶地区内の農業について 
どのような地域でどのよ 
うな農業が⾏われている 
か知っていますか？ 
B関⼼度を把握する 
⑴地区のこのような歴史、 
祭り、伝統芸能に 
関⼼がありますか？ 

⑵地区に残る⾃然環境に 
関⼼がありますか？ 
⑶地区の農業に 

関⼼がありますか？ 
 
●年代別の集計結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３：⼤⾕北部・中部地区の地域資源への認知度・関⼼度 
 

 

 

 

⑴⼤⾕北部・中部地区の歴史や寺社、城跡、祭りについて 
                          単位は％（無記⼊、無効の数値は表に含まない 

 
知っている 知らない  

 

 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

全世代 11 81 32 59 

１ 10 44 37 ２ 31 42 17 

〜20 代 2 16 62 19 5 31 43 19 

30 代 0 4 34 59 1 27 40 28 

40 代 0 10 50 33 2 28 48 15 

50 代 1 13 45 34 3 37 39 13 

60 代 2 9 42 37 2 30 42 10 

70 代〜 3 10 25 38 2 30 38 14 

 70 
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3-２ 集計結果より 
 
  ⼤⾕北部・中部地区の地域資源３項⽬について、
どの年代も平均 19.3％が「よく/まあまあ知って
いる」、平均 38％が「とても/まあまあ関⼼があ
る」と答えている。この若⼲の増加には、「知らな
いが関⼼はある」層の存在が読み取れる。関⼼度
について「関⼼がある」が「関⼼がない」を上回
るのは⑵の⾃然環境のみであり、右表のように豊
⽥地区、⼩⼭地区より認知度、関⼼度より低い結
果（回答者の年齢層の違いにもよるが）であるこ
とと併せて今後の検討課題と⾔える。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●３地区の⽐較 

認知度は「よく/まあまあ知っている」、関⼼度は「とても/まあ

まあ関⼼がある」の合計数の割合％を記載。⼩⼭地区⑶は、市域

全体の農業について尋ねている。回答者に、地域のことをよく知

る⾼齢者が多い豊⽥地区は、認知度も⾼いと考えられる。 
   
 
 
 
 
 
 

⑵⼤⾕北部・中部の公園、街路樹、平地林などについて 
                          単位は％ 無記⼊、無効の数値は表に含まない 

 
知っている 知らない  関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

 

全世代 

29 62 48 44 

２ 27 46 16 5 43 34 10 

〜20 代 10 38 41 9 7 40 40 12 

30 代 0 19 53 25 3 38 37 19 

40 代 1 25 49 18 3 41 40 7 

50 代 2 29 47 14 4 51 29 8 

60 代 2 30 42 15 11 46 25 9 

70 代〜 2 25 43 13 5 41 33 6 

 
⑶⼤⾕北部・中部地区の農業について    単位は％  無記⼊、無効の数値は表に含まない                        

 
知っている 知らない  関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

全世代 18 74 34 58 

2 16 46 28 3 31 43 15 

〜20 代 3 24 59 12 3 33 40 22 

30 代 1 12 39 45 3 22 42 29 

40 代 1 13 51 28 2 27 50 13 

50 代 1 19 45 27 1 45 38 8 

60 代 1 14 46 29 4 34 42 10 

70 代〜 3 17 42 22 6 26 40 13 

 

 豊⽥ ⼩⼭ ⼤⾕北中部 

⑴歴史 認知度 52 27 11 

関⼼度 50 54 33 

⑵⾃然 認知度 40 39 29 

関⼼度 45 65 48 

⑶農業 認知度 37 25 18 

関⼼度 57 51 34 
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４：地域の困りごと 
 
４-1 設問【４】の集計結果 

 
質問「あなたが「無くしたい」「解消したい」「解 

決したい」と考える⼤⾕北部・中部地区の困りごと 
は、どんなことでしょう？」  グループインタビュ 
ーでの成果をもとに設定した 18 の選択肢を⽤意し、 
その中から３つ選んで回答する設問とした。 
 
●回答が多い順（数字は回答⼈数） 
01 路上や公園などのゴミ・ゴミ出しマナー・171   
02 公共交通の不便さ・・・・・・・・・・・159    
03 道路（幅、繋がり具合など）状況の悪さ・155        
04 交通渋滞・・・・・・・・・・・・・・・104                   
05 選択肢が少ない教育環境・・・・・・・・102              
06 地域でのコミュニケーション不⾜・・・・ 80 
07 空き家・空き地の増加・・・・・・・・・ 73 
08 台⾵や⼤⾬による道路の冠⽔被害・・・・ 72 
09 地域の集まりや寄り合い・・・・・・・・ 70 
10 騒⾳など住環境への影響・・・・・・・・ 66 
11 治安の悪化・・・・・・・・・・・・・・ 60 
12 買い物の不便さ・・・・・・・・・・・・ 56 
13 ⼦どもが外遊びできる場所の減少・・・・ 51 
14 選択肢が少ない働く場所・・・・・・・・ 51     
15 地域の担い⼿・後継者不⾜・・・・・・・ 48 
16 昔からの⾵習・・・・・・・・・・・・・ 42 
17 農業の担い⼿・後継者不⾜・・・・・・・ 28 
18 祭りや伝統芸能の担い⼿・後継者不⾜・・ 20 
その他・無記⼊・無効は記載していない 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
●ジャンル別の割合 
その他と無記⼊を除いた選択肢を、５つの領域に
分けて全体に占める割合を⽰す。 

交通や移動に 
関すること 
474 名     33.7% 

公共交通の不便さ、道路状況の

悪さ、交通渋滞、買い物の不便さ 

⽣活環境に 
関すること 
442 名     31.4% 

路上や公園などのゴミ・ゴミ出

しマナー、空き家・空き地の増

加、道路の冠⽔被害、騒⾳など住

環境への影響・治安の悪化 

教育環境や就労に 
関すること 
204 名     14.5% 

外遊びできる場所の減少、選択 

肢が少ない教育環境、選択肢が 

少ない働く場所 

地域コミュニティに 
関すること 
192 名     13.6% 

昔からの⾵習、地域の集まり 

や寄り合い、地域でのコミュニ 

ケーションの不⾜ 

担い⼿・後継者不⾜ 
96 名       6.8% 

地域活動、農業、祭りや伝統芸能

の担い⼿・後継者不⾜ 

 
５-2 集計結果より 
 
ゴミの問題が、同じ都市部の⼩⼭地区と同様に 
最多となっているが、当地区では、どの年代でも 
上位３つに⼊る「道路状況の悪さ」を含め、「公共 
交通の不便さ」「交通渋滞」と、移動や交通に関す 
る困りごとが際⽴っている。担い⼿不⾜について 
は（農業に関してはグループインタビューで継承 
者不⾜の話題が多く出たが）現時点でのアンケー 
ト調査ではそれほど深刻な問題となっていない。 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年代別の集計結果（選択肢の⾔葉は⼀部省略または⾔い換え） 
20代︓回答 58名 

１道路状況の悪さ 

２公共交通が不便 

３教育環境 

４買い物の不便さ 

５コミュニケーション不⾜ 

５住環境への影響 

30代︓回答 95名 

１道路状況の悪さ 

２教育環境 

３交通渋滞 

４ゴミ問題 

５公共交通が不便 

 

40代︓回答 113名 

１公共交通が不便 

２道路状況の悪さ 

３ゴミ問題 

４交通渋滞 

５教育環境 

 

50代︓回答 119名 

１公共交通が不便 

２ゴミ問題 

３道路状況の悪さ 

４交通渋滞 

５道路の冠⽔被害 

60代︓回答 92名 

１ゴミ問題 

２道路状況の悪さ 

３公共交通が不便 

４コミュニケーション不⾜ 

４教育環境 

70代〜︓104 名 

１ゴミ問題 

２空き家・空き地 

３道路状況の悪さ 

３公共交通が不便 

４コミュニケーション不⾜ 
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５：⼤切に守り継ぎたい地域の宝 
 
5-1 設問【5】の集計結果 

 
質問「あなたが「⼤切に守っていきたい」と考え 

る⼤⾕北部・中部地区の⼩さな⾃慢は何でしょう？」 
グループインタビューの成果をもとに設定した 
12 の選択肢を⽤意し、その中から３つ選んで回答 
 
●回答が多い順（数字は回答⼈数） 
01 買い物の利便性・・・・・・・・・・・・235 
02 街路樹や公園、平地林など 

まちなかに残る⾃然・・・・・・・・・・ 212 
03 交通の利便性 ・・・・・・・・・・・・・179 
04 まちなみや景観 ・・・・・・・・・・・・125 
05 地域に残る歴史ある史跡、神社やお寺・・117 
06 地域の⼯業 ・・・・・・・・・・・ ・・・74 
07 各地域に残る歴史ある建物や古⽊・・・・・65 
08 公⺠館で⾏われる祭りやイベント・・・・・57 
09 消防団や⾃治会活動等、地域の 
助け合いの活動 ・・・・・・・・・・・・51 

10 各地域に残る祭りや⾵習、伝統芸能・・・・49 
11 趣味やスポーツの地域のサークル・・・・・45 
11 地域の商業・・・・・・・・・・・・・・・45 
その他・無記⼊・無効は記載していない 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
5-2 集計結果より 
 
 スーパーなど⽇常の買い物に利⽤する店舗の
多さは、特に⼦育て世代のグループインタビュー 

 
 
 
●ジャンル別の割合 
その他と無記⼊を除いた選択肢を、4 つの領域 
に分けて全体に占める割合を⽰す。 

利便性に関すること 
414 名    

33.0% 

交通の利便性 

買い物の利便性 

歴史的な 
地域の資源 
231 名   
            18.4%       

各地域に残る歴史ある史跡、神

社やお寺、各地域に残る祭りや

⾵習、伝統芸能、各地域に残る

歴史ある建物や古⽊ 

地区に残る 
⾃然環境 
212 名     16.9% 

街路樹や公園、平地林など 

まちなかに残る⾃然 

地域コミュニティに
関すること 
153 名 
           12.2% 

公⺠館で⾏われる祭りやイベ 

ント、消防団や⾃治会等、地域 

の助け合いの活動、趣味やスポ 

ーツの地域のサークル活動・ 

地域の景観 
125 名     10.0% 

まちなみや景観 

地域の産業 
119 名     9.5% 

地域の⼯業、地域の商業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
でも語られた通りの結果となった。また⼩⼭地区
と同様に都市部で⽣活する⼈々にとっては、地区
に残された⾃然環境を守りたいとする声が多い。 

●年代別の集計結果（選択肢の⾔葉は⼀部省略または⾔い換え） 
20代︓回答 58名 

１街路樹や平地林 

２買い物の利便性 

３交通の利便性 

３まちなみや景観 

４史跡、寺社 

30代︓回答 95名 

１買い物の利便性 

２交通の利便性 

３街路樹や平地林 

４まちなみや景観 

５史跡、寺社 

 

40代︓回答 113名 

１買い物の利便性 

２交通の利便性 

３街路樹や平地林 

４まちなみや景観 

５史跡、寺社 

50代︓回答 119名 

１買い物の利便性 

２街路樹や平地林 

３交通の利便性 

４史跡、寺社 

５まちなみや景観 

60代︓回答 92名 

１街路樹や平地林 

２買い物の利便性 

３交通の利便性 

４まちなみや景観 

５史跡、寺社 

 

70代〜︓104 名 

１街路樹や平地林 

２交通の利便性 

３買い物の利便性 

４まちなみや景観 

５史跡、寺社 

５公⺠館での催事  
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６：暮しの価値観 
 

⼤問【６】として、個⼈の暮しの中での充⾜感 
や豊かさをどう考えているかを問う質問を設け 
た。これは、SDG s の推進や持続可能な地域社会 
運営の構築を考える際に、⽣活者の価値観とそれ 
に基づく⾏動様式の考察も必要不可⽋であると 
いう⾒地からの対応となる。 
⑴については、全国的な傾向と⽐較するために 
内閣府が実施している「国⺠⽣活に関する世論調 
査」（１現在の⽣活について⑷現在の⽣活の充⾜感）と選 
択肢を同じくしている。同調査では、この質問は、 
昭和 49 年（1974）から継続されているので、経 
年での国⺠意識の変容も確認することもできる。 
⑴⑵については、⽥園部・都市部の調査結果が 

出揃ってからの⽐較検討のデータとするため、こ 
こでは単純集計の結果の掲載にとどめる。 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
6-1 設問【6】の集計結果 

 
⑴ 「⽇頃の暮らしの中で「充⾜感を感じる」の 
は、どんな時ですか？」＊選択肢から３つ選んで回答 
 
●回答者が多い順（数字は回答⼈数） 
１ゆったりと休養している時・・・・・・375 
２家族だんらんの時・・・・・・・・・・329 
３趣味やスポーツに熱中している時・・・326 
４友⼈や知⼈と会合、雑談している時・・277 
５仕事に打ち込んでいる時・・・・・・・177 
５勉強や教養などに⾝を⼊れている時・・ 87 
６社会奉仕や社会活動をしている時・・・ 31 
その他 13 名、無記⼊ 13 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵「あなたにとって「豊かさを感じる幸福な暮らし」は、どのようなことでしょうか？  
豊かさや幸福の実現に「最も⼤切だと思うもの」は？」 ＊選択肢から３つ選んで回答 

 

●回答者が多い順（数字は回答⼈数） 
1 ⼼も体も健康でいられること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・420 
2 好きなことをする時間のゆとりがあること・・・・・・・・・・・・・・・・・281                          
3 好きなことができるだけのお⾦や資産のゆとりがあること・・・・・・・・・・280                   
4 ⽼後、災害、犯罪や戦争などの⼼配がなく、安⼼して安全に暮らせること・・・222   
5 家族や親戚、友⼈や地域の⼈たちと助け合って⽣活すること・・・・・・・・・ 94                
6 ⾃然に恵まれた環境の中で、またはその近くで暮らせること・・・・・・・・・ 89               
7 モノはあまり所有せずに、できるだけシンプルに⾝軽に暮らせること・・・・・ 86    
8 家電や⾞など物質的に満ち⾜りた環境で暮らせること・・・・・・・・・・・・ 57                 
9 家庭菜園や花づくりなど、⼟に触れる時間があること・・・・・・・・・・・・ 46                      
10 困っている⼈の役に⽴てる活動や、地域、社会の役に⽴てること・・・・・・・44            
11 情報や商品が⼿に⼊りやすく⽂化芸術に触れる機会が多い都会で暮らせること・39 
12 住んでいる地域でつくられている農産物や商品が⼿に⼊る環境で暮らすこと・・26 
13 地域の伝統や⽂化を絶やさず継承し、次の世代に引き渡す活動ができること・・14   
14 社会的な地位を築き、名が知れた存在になるこ・・・・・・・・・・・・・・・ 5                      
15 ⽇本各地、世界各国の農産物や商品が⼿に⼊る環境で暮らすこと・・・・・・・ 4 
その他５名、無記⼊８名 
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７：望ましい⼩⼭市の都市環境のあり⽅ 
 
７-1 設問【7】の集計結果 

 
質問：「最後に、⼩⼭市のこれからのまちづくり 
について、お考えやご意⾒をお聞かせください」 
⑴ 「20 年後、30年後の望ましい⼩⼭市の都市環 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境のあり⽅について、ご意⾒をお尋ねします。 

AからGそれぞれについて、選択肢の中からお 
考えに合うものを選び、番号を［回答欄］にご記 
⼊ください。 (後略） 
選択肢①そう望む②どちらかといえば望む③どちらかと 

⾔えば望まない④望まない⑤わからない 

 

 

 

  

 

●⽀持・共感者が多い順（「そう望む」「どちらかと⾔えば望む」の割合の合計が⾼い順） 
＊選択肢の⽂末「・・・⼩⼭市」は省略 

１  93%  (F)公共交通機関の整備や、徒歩や⾃転⾞で安全・快適に移動できるまちづくりが進む 
２ 89%  (B)地域の農業が⼤切にされ、地産地消が進み、市域内の⾷料⾃給率が上がっている 
３ 87%  (E)空き家の改修や利活⽤が進み、あるものを⼤切にした住宅整備やまちづくりが進む 
４ 82％  (C)環境保全型の農業によって⾃然環境も良好に保たれ、コウノトリも増えている    
５ 79％  (A)商業・⼯業が発展し、⼯業団地も増え経済的な成⻑や活⼒が重んじられている    
６ 77%  (G)⾞社会に対応して、駐⾞場やバイパスの整備など、⾞での移動が快適になる       
７  65%  (D)空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える  
 
●「そう望む」の割合が⾼い 4項⽬              ●「望まない」の割合が⾼い３項⽬ 
１ 76％ (F)公共交通機関の整備や・・・    １ 9%  (D)空き地や平地林などに新しい宅地・・ 
２ 51%  (B)地域の農業が⼤切にされ・・・  ２ 6%  (G)⾞社会に対応して、駐⾞場や・・・ 
３ 49%  (G)⾞社会に対応して、駐⾞場や・・ ３ 5％  (A)商業・⼯業が発展し、⼯業団地も・・ 
４ 47%  (E)空き家の改修や利活⽤が進み・・  
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●年代別の回答結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  全体 20代 

58名 

30代 

95名 

40代 

113名 

50 代 

119名 

60 代 

92名 

70～ 

104名 

A 

商業・⼯業が発展し、⼯業団地

も増え経済的な成⻑や活⼒が重

んじられている⼩⼭市   

そう望む 38 36 40 33 41 35 45 
どちらかと言えば望む 41 47 37 47 41 41 32 
どちらかと言えば望まない 9 7 8 11 9 11 8 
望まない 5 7 7 4 4 4 2 

B 

地域の農業が⼤切にされ、地産

地消が進み、市域内の⾷料⾃給

率が上がっている⼩⼭市   

そう望む 51 53 44 46 47 59 59 
どちらかと言えば望む 38 40 40 44 50 30 24 
どちらかと言えば望まない 3 5 6 5 2 0 0 
望まない 1 0 2 2 0 0 2 

C 

環境保全型の農業によって⾃然

環境も良好に保たれ、コウノト

リも増えている⼩⼭市 

そう望む 41 40 36 31 38 50 55 
どちらかと言えば望む 41 40 41 50 52 34 23 
どちらかと言えば望まない 5 5 8 7 2 3 2 
望まない 4 5 9 4 2 1 2 

D 

空き地や平地林などに新しい宅

地開発が進み定住する若い世代

や移住者が増える⼩⼭市 

そう望む 31 41 38 25 26 24 37 
どちらかと言えば望む 34 38 32 38 32 35 30 
どちらかと言えば望まない 18 10 13 22 25 18 12 
望まない 9 5 9 11 9 12 7 

E 

空き家の改修や利活⽤が進み、

あるものを⼤切にした住宅整備

やまちづくりが進む⼩⼭市 

そう望む 47 53 49 42 41 52 49 
どちらかと言えば望む 40 40 34 43 52 36 34 
どちらかと言えば望まない 4 3 7 8 1 1 1 
望まない 3 0 5 5 2 0 2 

F 

公共交通機関の整備や、徒歩や

⾃転⾞で安全・快適に移動でき

るまちづくりが進む⼩⼭市 

そう望む 76 86 76 72 78 73 76 
どちらかと言えば望む 17 10 19 24 18 17 11 
どちらかと言えば望まない 1 2 2 2 2 0 1 
望まない 1 0 9 2 0 1 1 

G 

⾞社会に対応して、駐⾞場やバ

イパスの整備など、⾞での移動

が快適になる⼩⼭市   

そう望む 49 74 65 55 42 34 37 
どちらかと言えば望む 28 14 23 29 33 28 31 
どちらかと言えば望まない 10 5 3 9 11 15 15 
望まない 6 2 3 3 10 12 3 
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7-２集計結果より 
 
本設問の趣旨 
 本設問は、⽥園環境と都市環境の調和が取れた
未来の⼩⼭市のあり⽅を考えていくにあたり、そ
の基盤となる「産業、宅地開発、交通政策」につ
いて、各地区ごとに「積極的⽀持/共感」から「不
⽀持」の軸の上で、市⺠の考えを確認していくも
のである。項⽬としてあげたことは、これまでの
グループインタビューでも語られているように
「開発か⾃然環境保全か」「⼯業優先か農業優先
か」などの「⼆者択⼀」で語るのは⾮常に難しい
側⾯がある。「未来の⼦どもたちのために⾃然環
境は残したいが、開発もして⼈を呼び込まないと
地域が廃れてしまう」など、多くの市⺠の意識に
は「どちらか」では割り切れないある種のジレン
マが存在する。それではどうするか？という⼩⼭
市の未来へ姿と、そこへの道のりを市と市⺠で意
⾒交換を重ねながら探っていくのが、未来ビジョ
ンの策定であり、そのための参考資料として、本
設問の結果はディティールを読み解きながら活
⽤していくものとしたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
結果の概観 
７項⽬は、A/G/Dがどちらかというと「開発志
向」の内容だが、その３項⽬が下位に並ぶ結果 
となった。⼤きな差異が出たわけではないが、先 
⾏調査の地区と同様に、総じて、「商業・⼯業が発 
展し経済的に発展すること」「平地林や空き地に 
宅地造成を進めること」より、「農業・環境保全を 
⼤切にすること・空き家などあるものの利活⽤を 
すること」への⽀持・共感が⾼い傾向にあり、ま 
た、⾞社会としての利便性より、⾞がなくても移 
動しやすい環境を望む声が上回っている。 

 
当地区の「宅地開発」について 
聞き取りでもアンケートの⾃由記述でも、この 

30 年、40 年での地区の変容〜平地林が皆伐され 
宅地造成が進んだこと〜への意⾒や⾔及が多い。 
上記表の３地区の⽐較では、項⽬Dと Eに注⽬ 
したい。３地区ともに「D平地林を潰すことによ 
る宅地造成」より「E空き家の利活⽤」への⽀持 
が⾼いが、不⽀持率で⾒ると、当地区では、Dへ 
の不⽀持率（⾚字）が豊⽥地区・⼩⼭地区より若 
⼲ではあるが⾼くなっている。 

●参考：３地区の⽐較  ＊数字は割合%  豊田 大谷北部中部 小山 

A商業・⼯業が発展し⼯業団地も増え、経済

的な成⻑や活⼒が重んじられる  

そう望む /どちらかと言えばそう望む  70 < 79 ≒ 78 
どちらかと言えば望まない/望まない  14  14  13 

B地域の農業を⼤切に、地産地消が進み、⾃

給率が向上する 

そう望む /どちらかと言えばそう望む  83 < 89 < 91 
どちらかと言えば望まない/望まない  3  4  4 

D空き地や平地林などに新しい宅地開発が進

み、定住する若い世代や移住者が増える 

そう望む /どちらかと言えばそう望む  64 < 65 < 70 
どちらかと言えば望まない/望まない  20 < 27 > 20 

E空き家の改修や利活⽤が進み、あるものを

⼤切にした住宅整備やまちづくりが進む 

そう望む /どちらかと言えばそう望む  92 > 87 ＝ 87 
どちらかと言えば望まない/望まない  5 < 7 ＝ 7 

F公共交通機関の整備や、徒歩や⾃転⾞で安

全・快適に移動できるまちづくりが進む 

そう望む /どちらかと言えばそう望む  84 < 93 ≒ 94 
どちらかと言えば望まない/望まない  3  2  1 

G⾞社会に対応して、駐⾞場やバイパスの整

備などで、⾞の移動が快適に 

そう望む /どちらかと言えばそう望む  81 > 77 ≒ 76 
どちらかと言えば望まない/望まない  13 ＜ 16 ＝ 16 
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7-3 ⾃由記述の内容について 
 
【７】では下記のように⾃由記述の欄も設けた。    
（２）最後に、お考えやご提案を⾃由にお書きください。 

 

＊例えば、上記の A からGであげた例以外に、20 年後、

30 年後の望ましい⼩⼭市の都市環境のあり⽅として、

お考えがありましたら教えてください。＊また、⼩⼭

駅周辺の都市環境を持つエリアも、それを取り込む⽥

園環境が広がるエリアも、バランスと調和がとれ、よ

り良い関係を作りながら持続可能なまちづくりを進め

ていくために、⼩⼭市が⼤切にしていくべきこと、具

体的なご提案など、⾃由にお書きください。 

 
295 名から回答があり、別添の「アンケート集
計結果報告書」では、回答をテーマごとに掲載し
た。複数の項⽬の記述がある場合は分割して掲載
している場合もあり、また、明らかな誤りと認識
できる表記は書き換えているが、基本的には原⽂
のままの記載としている。ここでは、分類したテ
ーマと、⼀部のテーマについては、意⾒やコメン
ト内容の概要を記す。 
 
A都市環境のあり方 
１自然環境の保全（13件） 
 今現在も平地林が伐採され開発が続く状況を
懸念する声がほとんどであり、⼈間はもちろんだ
が野⿃や⽣き物の⽣息場所が減っていることへ
の懸念が強い。下記のように市⺠の意識を⾼める
必要性にコメントされた意⾒もあった。 
◎今回のアンケートで⾃然豊かな⼩⼭市を守る
ために私含め市⺠⼀⼈⼀⼈の意識を⾼めること
が重要だと改めて思いました。  
２田園/都市の調和や連携（23件） 
 多様な視点からの意⾒が集まっており、今後の
意⾒交換の参考になると考える。特に都市部と⽥
園部それぞれの現状の把握においては、利便性や
⽣活状況の格差に⾔及する声もある。具体策の提

⾔を含む意⾒を１つ紹介する。 
◎(A)のように商業・⼯業が発展するためには、初
期投資がかかるため、既存の農業・地産地消が進む
ために、若い⼈の⼒が必要。特に⼩⼭⻄のエリアの
空いている農地を活⽤したり、若い⽅が集団で農業
が出来るように、調整区域を⼀部開放し、新規で農
村のような場所を作り受け⼊れる。お⾦を⽣み出せ
るツール(仕組み)を作る。農協を経由せず、直接販
売ルートや地域クーポンなどを活⽤し、⼩⼭市内で
回る経済の仕組みを。 
３農業（12件） 
 耕作放棄地の活⽤や⾷料⾃給率などに関する
⾔及、若者が働ける農業体制の構築などの意⾒が
寄せられている。「⼀度、農地を壊してしまうと
元には戻らない」「⾏政のテコ⼊れが必要」「公共
事業が率先して企業型農業を」など。 
４商工業の誘致や振興（６件） 
  アンケート全体を通して今以上の開発を⾏わ
ず平地林や農地の保全を望む声が多いが、「⼤⾕
地区による商業・⼯業の発展がすべて。その可能
性と⼟地は⼗分にある」「⽥園環境都市ではなく
技術⾰新都市構想を」とする意⾒、他の４件は⼤
型ショッピング施設の誘致を希望する意⾒とな
っている。 
５都市部の開発と生活環境（29件） 
 市域全体のインフラ整備、JR ⼩⼭駅周辺の開
発、空き家・空き地の諸問題についてという３分
野での意⾒が寄せられている。 
 
B 移動と交通 
６車での移動について（33件） 
 集まった意⾒は、主に、道路の不具合（渋滞箇
所が多く改善されない、線路沿いの道路環境が事
故を誘発、道路の接続の悪さ等）、歩⾏者と⾃転
⾞への配慮が⾜りない道路環境、ドライバーの交
通マナーの悪さ・・という３つに⼤別される。 
７公共交通について（35件） 

おーバスへの要望、新幹線に関する要望がある 
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が、最も多いのは、⾼齢者の⽅、また現在は問題 
がなくても⾼齢になり免許返納して以降の⽣活 
を想定しての公共交通機関の整備を希望する声 
が⾮常に多くなっている。 

 
C生活と福祉 
８教育、子育て世代・若い世代について（24件） 
９高齢化社会について（11件） 
10地域コミュニティ・共生社会について（10件） 
 70 か国の 7000 ⼈の外国⼈の⽅が暮らす⼩⼭
市（3/18 市⺠フォーラムにて）で特に外国⼈の
⽅々が多く住む当地区では、⼩⼭地区と同様、外
国籍の⽅々のゴミ出しのルールを守っていない
ことを指摘する声もあるが、アンケートでは「共
⽣社会」という観点から、以下のご意⾒もある。 
◎外国⼈の⼈も、将来は地域と交流が活発に⾏わ
れているようになっていてほしいと思う  
◎近年⼩⼭市に多くの外国⼈の⽅が暮らすよう
になりました。コロナの影響もあり、地域から孤
⽴してしまうケースもあると思います。そういっ
た⽅々へのケアが必要だと感じています。また、
⼩中学校に通う外国⼈児童⽣徒への⽀援も不⾜
しています。⼩⼭市の将来を担う⼦どもたちに国
籍は関係ありません。今後の充実した⽀援をお願
いしたいです。 
 また、若い世代だけではなく、⾼齢者だけでは
なく、多世代が⼼地よく暮らせるまちづくりを望
む声が多い。 
11 安心安全な環境について（７件） 
 街路灯の増設や夜の通りの治安への不安、また
⼯場からの騒⾳や空気（オイルミスト臭のある⾵）
などについての意⾒が寄せられている。 
 
D まちづくりの進め方（13件） 
 「近隣市町との広域での連携まちづくり」や、
「多額の公⾦を投⼊しない今あるものでのまち
づくり」、「成功事例を参考にスピーディに」、「全
ての点でデジタル化が遅い。アンケート⾃体も全

てデジタルで」等、さまざまな視点からのご意⾒
があった。ビジョン策定の進め⽅で⼩⼭市が重視
している各地区ごとの現状の把握に共通すると
考えられるご意⾒があるので記載して紹介する。 
◎中央集権型ではなく、それぞれの地域を⼤切に
していってほしい。地域の学校を核とした街づく
りができないか。欧⽶のコミュニティスクール的
な地域の⼈の情報交換、学びの場として学校の活
⽤ができないか。⼤⼈の学ぶ姿は⼦どもにとって、
いい刺激になるのではないか 
 
Eその他（62件） 
 ほとんどが運動施設、⼤型商業施設の誘致など
の要望であるが、「まずは市⺠への⼩⼭の良さの
P R の強化」「災害が少ない⼩⼭として⾸都移転
誘致を」なども。市⺠意識の改⾰に⾔及したご意
⾒を記載して紹介する。 
◎環境を整える事も⼤切ですが、それは少しずつ
発展する物ですが、それを利⽤するのは⼈です。
⼈の正しい認識、モラル、常識を⾝につけさせる
事を原点に戻り、教育に細かな⼈作りを取り⼊れ
る事が⼤切であると思います。今は先⽣の中にも
世の中の仕組みや道路上の交通規則、やってはい
けないことを、信念を持って指導出来る⼈が少な
い様におもいます(ごみのポイ捨てが多すぎる) 
 
F 複合的なコメント（26件） 
 ここでも具体的な提案も多くいただいている。
全件を別添の「アンケート集計結果報告書」に記
載している。 
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４ 参考資料 

 

４-1 キーワード抽出 

アンケート及び聞き取りの内容から、テキスト 
マイニングという解析ツールを利⽤して「よく話
題に上った」キーワードの抽出を⾏った。解析は
「ユーザーローカル テキストマイニングツール」
による。https://textmining.userlocal.jp/  
テキストマイニングは、⼀般的に使⽤される「私」 
「思う」などの意味が薄い⾔葉ばかりがランキン 
グ上位にこないよう、調査対象に特徴的に使⽤さ
れる「コウノトリ」などの単語を重視する統計処
理法が⽤いられる。 
 

 

１｜アンケート【4】困りごとを尋ねた設問の⾃由記述 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
解析に⽤いたテキストデータは、アンケート

の設問【4】【5】【7】の⾃由記述全⽂を対象と
し、グループインタビューの解析に⽤いたテキ
ストデータは 4 件の聞き取り書き起こし全て
を１本にまとめたデータを対象とした。 
 
１｜設問【4】困りごと      7,782 字 
２｜設問【5】⼤切に守りたいもの 3,292 字 
３｜設問【7】望ましい都市環境 25,530 字 
４｜グループインタビュー全件  73,435 字  
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２｜アンケート【5】⼤切なものを尋ねた設問の⾃由記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3｜アンケート【7】望ましい都市環境について 
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４｜グループインタビュー全件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４-2 地区別の世帯数・⼈⼝の変化 

国勢調査に基づく⼩⼭市統計年報より、５年ご
との地区別世帯数・⼈⼝数の変化を整理した表を
次⾴に掲載する。 
  地区別の⼈⼝が多い、⼩⼭地区、⼤⾕地区、
間々⽥地区、桑地区の増減率を⽐較してみると、
右の表のようになる。各期間において、⼤⾕地区
が最も⾼い増減率で推移してきたことがわかる。
ただ、⼩⼭地区同様、その増加率の値は年々⼩さ
くなってきており、直近の５年間では、間々⽥地
区の⽅が、増加率が⾼い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼈⼝が多い地区の⼈⼝増減率 
 H12-17 H17-22 H22-27 H27-R2 

⼩⼭ 6.00% 5.57% 2.50% △1.60% 

⼤⾕ 7.30% 6.30% 4.90%   2.10% 

間々⽥ 2.70% 1.50% 3.60%   2.70% 

桑 △0.40% 0.10% △1.30%   0.90% 

増減率は、増減数÷前回調査時の⼈⼝ 
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地区別 世帯数・人口の変化 
国勢調査に基づく小山市統計年報（H19 年度版～R3年度版）を簑田編集 
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５ 調査結果の整理 
ここでは、調査成果をもとに、⼤⾕北部・中部

地区の特性についての整理と、今後、⽥園環境都
市ビジョン策定に向けて、当地区での調査成果か
ら⾒えてくる、市と市⺠とで意⾒交換を重ねて⾏
きたいテーマについて⾔及したい。 
 
５-1 当地区の特性について 
 
 調査成果からはこの３つの特性が⾒えてくる
と考える。この３点を通してこれから必要となる
「視点」「テーマ」について提案したい。 
⑴多様な層による住⺠構成 
⑵この 50年近くに及ぶ区画整理や開発により、 
 ⽥畑や平地林が⼤幅に減少し、まちの⾵景が⼤ 
 きく変わってしまった地域。 
⑶⾃治会や育成会、また有志の⼦育て世代等を中 
 ⼼に、それぞれのエリアで、公⺠館祭りなど親 
 睦の⾏事が活発に展開されている。 
 
5-2 ⑴⑶より〜多様な層の交流と相互理解 
 
①地元の⽅々と新住⺠ 
 グループインタビューでは、⽇頃より⾃治会活
動に尽⼒されているリーダーの⽅から「分譲団地
などに引っ越してきた新しい住⺠の⽅々への⾃
治会活動への理解」を促す努⼒と、その難しさに
ついても⾔及があった。そこでは「⼦どもたちが
地域活動（特にお祭り）に参加しながら育つこと」
の⼤切さや、また、⼦どもたちが参加することで
親世代の交流や地域への理解が深まることも語
られた。 
 ⼀⽅、アンケートの⾃由記述では「移住者なの
で、⼤字を聞かれても⾃分がどこに住んでいるの
かわからない」という（アンケート作成時に次回
から考慮すべきことでもあるが）ご指摘もあった。
また、アンケートの地域資源への認知度において

は、⼩⼭地区よりも低い値になっていることもか
らも、新住⺠の⽅々には「通勤や通学、買い物な
どの利便性は享受しながらも、⾃分が住んでいる
⼟地への興味関⼼はほとんど持てていない」とい
層が多いと推察される。 
②外国籍の⽅々 
 P79 に記載した状況の中で、新住⺠の⽅々と同
じく、⼤⾕北部、⼤⾕中部それぞれに、どう相互
理解を進めていくかが⼤きなテーマとなる。 
③多世代での交流 
 ⼦育て世代のグループインタビューでは、分譲
団地では三世代同居の家庭は皆無ではないかと
いう話であった。ここでもやはり、多世代の交流
の機会は意識して創出しないとますます少なく
なっていくことが予想される。 
 
今後のテーマとして 
●多様な層が住む地区として、その交流などを通
した相互理解を進めるとともに、多様な層が住む
からこその「持続可能性」をどう持てるか？とい
う視点での意⾒交換も必要ではないかと考える。 
 交流や相互理解については、例えば、北部の中
久喜地区で⾃治会リーダーの皆さんを中⼼に進
んでいる中久喜城跡の環境整備と、地区の歴史を
知るためのまち歩きを実施する取組みや、中部の
お⺟さんたちによる、農家や⾼齢者の⽅たちとの
交流の⽣まれる学び活動の取り組みなど、参考と
なる事例がある。  
 アンケートの【７】⾃由記述において、このよ
うなご意⾒があった。問いとして重要だと考える
ので記載して紹介する。 
◎交通や買い物の利便性やメリットばかりに執
着し、⼩⼭市・地域に愛着のない⼈ばかり集まっ
ていないでしょうか？ 
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5-3 ⑵より〜平地林や農地の保全 
 
 この数⼗年で、地域の⾵景が⼤きく変わってし
まったことについては、アンケート【５】の「⼤
切に守りたいこと」についての⾃由記述でも、そ
の変容を嘆くコメントが複数ある。以下に２つを
記載して紹介する。 
◎⼤切に守っていきたいことはありません。結城
から越してきた頃は⽥畑が広がっており、夏はカ
エルの声が響き、冬は霜柱を踏んで歩いていたの
が懐かしくなってしまいました。とても残念です。  
◎⼩さな⼦が遊べる雑⽊林や散歩道などが少な
くなり、どんどん宅地の開発が進んで住居が多く
⽴ち並び始めて、景観も変化しています。あまり、
⾃慢できることがありません。（近所の住⺠の⽅
は親切で住みやすいと思います） 
 
 また、【７】の⾃由記述より、今後、意⾒交換や
検討を進めていく際の課題につながると考える
コメントを２つ記載して紹介する。下線は⾵景社
による。 
◎最近、⾃宅周辺を含めて平地林が新しい住宅地
になっています。こんなに新しい家が⽊を切って
建てられていいのか、と思います。もともと住宅
などがあった場所に新しい家が建つのは良いと
思いますが、平地林はそのままで何か整備をして
活⽤できないのでしょうか？緑が少なくなるこ
との不安はあります  
◎⾥⼭の環境を保全し、市⺠が⾃由に散策でき親
しめる公園を各地区にできるだけ整備すること。
既存の雑⽊林を活かし、収⼊につながるような仕
組みを作る事。林の所有者が林を維持していく中
で何か儲かるような側⾯がないと、宅地か太陽光
パネル設置へと推移し、⾍や⿃獣の命を守れず、
地表温度が上昇してしまうことが懸念される。⼈
間の繁栄だけを考えた開発を転換し、⽊陰助成 
⾦、⽣態系維持助成⾦など、実⾏できる勇気が欲
しい。 

今後のテーマとして 
●平地林、雑⽊林、耕作放棄地などについては、 
潰さないで維持、または保全することで、どのよ
うな価値が⾒出され、どのように活⽤し、あるい
はどのような新たな価値を創出していくことが
できるか。その意⾒交換を、関係各課はもとより、
企業、事業所、市⺠の⽅々を交えて意⾒交換を進
めていくことが必要だと考える。 
                  ／以上 
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参考・引用文献 
 

 本報告書を作成するにあたり引用した文献を中
心に、小山市、小山地区の地域調査・研究を行う
上で参考となると思われる文献をまとめる。文献
は、作業の中で主にどの分野の情報を得るために
用いたかに基づき、仮に項目を分けて整理した。 
 
 
1 風土の定義 
 
薗田稔編『神道』弘文堂、1988 年 
 
アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン『生活世
界の構造』那須壽監訳、筑摩書房、2015 年 
 
思川の自然調査委員会『都市の清流…思川を歩く』（小山
市教育委員会、1994 年 
 
和辻哲郎『風土̶人間学的考察』岩波書店、1979 年 
 
オギュスタン・ベルク『風土の日本̶自然と文化の通態』
篠田勝英訳、筑摩書房、1988 年 
 
廣重剛史『意味としての自然̶防潮林づくりから考える社
会哲学』勁草書房、2018 年 
 
廣瀬俊介「風土形成の一環となる環境デザインについて: 
人文科学における研究成果の参照による風土概念検討を
通して」『景観生態学』21 (1)、日本景観生態学会、2016
年、15-21 頁 
https://doi.org/10.5738/jale.21.15 
 
 
2 地質・地形 
 
小山市史編さん専門委員会編『小山市史通史編 I 自然 原
始・古代 中世』小山市、1984 年 
 
金森定敏「思川の地形と生物」小山市史編さん専門委員会

編『小山市史研究』6、小山市教育委員会市史編さん室、
1984 年、25-36 頁 
 
小山市教育研究所編『小山市郷土文化研究誌 第 13 集』小
山市教育研究所、1971 年 
 
国土地理院｜地理院地図 
https://maps.gsi.go.jp 
 
国土地理院｜明治期の低湿地データ｜原典資料: 第一軍管
地方二万分一迅速図原図（明治 13-19 年） 
https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/lc_meiji.html 
 
国土地理院｜空中写真閲覧サービス  
https://geolib.gsi.go.jp 
    
国立研究開発法人 産業技術総合研究所 地質調査総合セ
ンター｜地質図Navi 
https://gbank.gsj.jp/geonavi/ 
 
国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構｜日
本土壌インベントリー 
https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/ 
 
田辺晋「関東平野中央部における沖積層の基盤地形」『地
質学雑誌』127 (10)、2021 年、635-648 頁 
https://doi.org/10.5575/geosoc.2021.0019 
 
木森大我・須貝俊彦「DEM-GIS 解析からみた、氷期の開
析地形による制約下での鬼怒川の完新世堆積作用と地形
変化」日本地球惑星科学連合 2019 年大会発表ポスター 
HQR05-P06 予稿（PDF） 
https://confit.atlas.jp/guide/event-img/jpgu2019/HQR0
5-P06/public/pdf?type=in&lang=ja 
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3 気候 
 
小山市教育研究所編『小山の自然と社会』小山市教育委員
会、1965 年 
 
五十嵐典夫ほか『益子の歴史』益子町、1983 年 
 
栃木の自然 編集委員会編『栃木の自然をたずねて』築地
書館、1997 年 
 
気象庁｜過去の気象データ検索 
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php 
 
 
4 生物と生態系 
 
Millennium Ecosystem Assessment 編『国連ミレニアム 
エコシステム評価 生態系サービスと人類の将来』横浜国
立大学 21 世紀 COE 翻訳委員会責任翻訳、オーム社、2007
年 
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